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Ｇ
Ｉ

・
Ｇ
Ⅱ
連
続
登
頂

明
治
大
学
ガ
ッ
シ
ャ
ー
ブ
ル
ム
ー
・
Ⅱ
登
山
隊
二
〇
〇

一

隊
長
　
高
橋
　
和
弘

■
大
学
山
岳
部
の
若

い
仲
間
だ
け
で

結
成
し
た
登
山
隊

明
治
大
学
体
育
会
山
岳
部
お
よ
び
炉

辺
会

（Ｏ
Ｂ
会
）
は
、　
一
九
二
二
年
の

創
部
以
来
、
内
外
を
問
わ
ず
意
欲
的
に

活
動
を
行

っ
て
き
た
。
そ
の
中
で
、　
一

九
五
四
年
日
本
山
岳
会

マ
ナ
ス
ル
登
山

隊

へ
の
大
塚
博
美
会
員
の
参
加
に
始
ま

る
ヒ
マ
ラ
ヤ
で
の
活
動
も
積
極
的
に
実

践
し
て
き
た
。　
一
九
七
〇
年
日
本
山
岳

会

エ
ヴ

エ
レ
ス
ト
登
山
隊
に
お
い
て
、

植
村
直
己
会
員
が
日
本
人
初
の
エ
ヴ

ェ

レ
ス
ト
登
頂
を
果
た
し
て
か
ら
、　
一
九

九
七
年
明
治
大
学

マ
ナ
ス
ル
登
山
隊
に

お
け
る
マ
ナ
ス
ル
登
頂
ま
で
、
八
〇
〇

〇
口
川
峰
十
四
座
の
う
ち
十
座
に
当
山
岳

部
員
お
よ
び
炉
辺
会
員
が
登
頂
を
果
た

し
た
。

Ｏ
Ｂ
が
高
所
登
山
で
実
績
を
上
げ
る

一
方
、
学
生
の
活
動
は
こ
の
二
十
年
近

く
部
員
不
足
に
悩
み
、
私
が
二
年
生
時

の

一
九
九
二
年
度
当
初
は
、
二
年
生
二

名
の
み
と
い
う
危
機
的
状
況
に
陥

っ
た
。

私
が
主
将
に
な

っ
て
三
年
目
の

一
九
九

五
年
に
、
学
生
主
体
の
海
外
合
宿
で
イ

ン
ド
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
ガ
ン
グ
ス
タ
ン

（六

一
六
二
肝
）
に
登
頂
し
、
部
に
活
気
が

戻

っ
た
。
そ
の
後
の
数
年
間
で
私
は
Ｋ

２
、
前
述
の
マ
ナ
ス
ル
、
リ
ヤ
ン
カ
ン

カ
ン
リ

（七
五
二
五
肝
）
に
登
頂
す
る

機
会
に
恵
ま
れ
た
が
、
そ
の
間

「ガ
ン

グ
ス
タ
ン
の
メ
ン
バ
ー
を
中
心
に
八
〇

〇
〇
口
川
峰

へ
」
と
い
う
夢
を
持
ち
続
け

て
き
た
。

一
九
九
三
年
の
リ
ャ
ン
カ
ン
カ
ン
リ

登
山
に
際
し
、
当
初
の
目
標
で
あ

っ
た

ガ
ン
カ
ー
プ

ン
ス
ム
の
登
山
が
延
期
と

な
り
、
リ
ヤ
ン
カ
ン
カ
ン
リ
に
変
更
後

も
諸
事
情
に
よ
り
派
遣
母
体
の
な
い
個

人
的
な
登
山
隊
と
な
る
に
及
ん
で
、
「今

Cl(6000m)か ら見たGⅡ (8035m)左 はGⅢ
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度
は
自
分
の
よ
り
ど
こ
ろ
で
あ
る
明
治

で
、
気
持
ち
よ
く
登
山
隊
を
組
織
し
た

い
」
と
考
え
、
数
年
来
温
め
て
き
た
夢

を
実
現
さ
せ
る
決
意
を
し
た
の
で
あ
る
。

私
と
学
生
時
代
と
も
に
合
宿
を
行

っ

て
き
た
後
輩
た
ち
も
賛
同
じ
、
登
山
隊

の
結
成
と
な

っ
た
。
マ
ナ
ス
ル
で
の
経

験
を
生
か
し
て
さ
ら
に
意
欲
的
な
登
山

を
目
指
し
、
日
標
は
炉
辺
会
員
未
登
の

ガ
シ
ャ
ー
ブ
ル
ム
ー
峰

（八
〇
六
八

肝
）
・同
Ⅱ
峰

（八
〇
三
五
肝
）
の
全
員

連
続
登
頂
と
し
た
。
あ
く
ま
で
も
登
頂

を
最
優
先
と
し
た
の
で
、
ル
ー
ト
は
い

ず
れ
も
も
っ
と
も
よ
く
登
ら
れ
て
い
る

Ｇ
Ⅱ
南
西
稜
、
Ｇ
Ｉ
北
面
ジ
ャ
パ
ニ
ー

ズ
ク
ー
ロ
ワ
ー
ル
を
採
用
し
た
。

若
手
で
経
験
の
少
な
い
隊
員
構
成
で

は
あ
つ
た
が
、
と
も
に
国
内
で
の
登
山

を
す
る
中
で
、
ハ
イ
ポ
ー
タ
ー
を
使
わ

ず
と
も
連
続
登
頂
は
狙
え
る
と
考
え
た
。

折
り
し
も
明
治
大
学
は
二
〇
〇

一
年
に

創
立
百
二
十
周
年
を
迎
え
、
山
岳
部
は

二
〇
〇
二
年
に
創
部
八
十
周
年
を
迎
え

る
こ
と
か
ら
、
二
〇
〇
二
年
に
計
画
さ

れ
て
い
る
ロ
ー
ツ
ェ
、
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ

ー
峰
の
連
続
登
山
と
合
わ
せ

「明
治
大

学
山
岳
部

・
炉
辺
会
ド
リ
ー
ム
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
の
一
環
と
し
て
登
山
隊
が
承

認
さ
れ
た
。
読
売
新
聞
社
の
紙
上
後

援
を
得
、
出
発
直
前
に
は
明
治
大
学

創
立
百
二
十
周
年
記
念
行
事
の
一
つ

と
し
て
承
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
チ
ー

ム
ド
ク
タ
ー
と
し
て
大
森
薫
雄
先
生

に
Ｂ
Ｃ
ま
で
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
に
同
行

し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
り
、
大

変
心
強
い
気
持
ち
で
Ｂ
Ｃ
に
向
か
う

こ
と
が
で
き
た
。

■
精
力
的
に
ル
ー
ト
エ
作

そ
し
て
Ｇ
Ｉ
登
頂

わ
れ
わ
れ
は
五
月
十
四
日
、
今
年

の
パ
キ
ス
タ
ン
最
初
の
登
山
隊
と
し

て
イ
ス
ラ
マ
バ
ー
ド
入
り
し
た
。
荷

物
の
通
関
、
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
な
ど

を
済
ま
せ
た
後
、
空
路
ス
カ
ル
ド
ヘ
移

動
、
遅
れ
て
イ
ス
ラ
マ
バ
ー
ド
入
り
し

た
大
森
ド
ク
タ
ー
は
隊
員

一
名
と
と
も

に
陸
路
で
ス
カ
ル
ド
ヘ
移
動
し
本
隊
と

合
流
し
た
。

イ
ス
ラ
マ
バ
ー
ド
、
ス
カ
ル
ド
で
の

準
備
を
問
題
な
く
終
え
、
五
月
二
十
五

日
に
ジ
ー
プ
で
ア
ス
コ
ー
レ
ヘ
。
翌
二

十
六
日
よ
リ
キ
ャ
ラ
バ
ン
が
始
ま
っ
た
。

高
所
が
初
め
て
の
隊
員
も
特
に
苦
し
む

こ
と
な
く
、
六
月
二
日
に
Ｂ
Ｃ

（五

一

〇
〇
厨
）
に
到
着
し
た
。
今
年
は
雪
が

少
な
く
、
そ
の
点
も
キ
ャ
ラ
バ
ン
が
順

調
に
い
っ
た
要
因
で
あ
っ
た
。

六
月
三
日
に
南
ガ
ッ
シ
ャ
ー
ブ
ル
ム

氷
河
の
偵
察
を
行

っ
た
後
、
五
日
か
ら

本
格
的
な
登
山
活
動
を
始
め
る
こ
と
と

し
た
。
先
に
雪
崩
の
危
険
が
少
な
い
Ｇ

Ⅱ
に
取
り
か
か
る
こ
と
と
し
た
が
、
悪

天
に
よ
り
出
端
を
く
じ
か
れ
、
実
際
に

登
山
活
動
が
始
ま

っ
た
の
は
八
日
か
ら

で
あ
っ
た
。

無
数
に
存
在
す
る
ク
ン
バ
ス
、
ヒ
ド

ン
ク
レ
バ
ス
の
た
め
、
Ｂ
Ｃ
上
の
ア
イ

ス
フ
オ
ー
ル
突
破
に
三
日
を
要
し
、
十

日
、
よ
う
や
く
六
〇
〇
〇
口川
の
Ｃ
ｌ
に

到
達
し
た
。
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
の
先
は

Ｇ
Ｉ
西
稜
の
下
部
を
巻
く
ル
ー
ト
を
取

っ
た
が
、
陽
が
当
た
っ
て
か
ら
は
イ
ギ

リ
ス
隊
の
作

っ
た
氷
河
右
岸
の
ル
ー
ト

を
取

っ
た
。
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
の
上
は

ヒ
ド
ン
ク
ン
バ
ス
が
多
く
、
タ
イ
ト
ロ

ー
プ
を
し
て
い
て
も
神
経
の
す
リ
ヘ
る

個
所
で
あ

っ
た
。

六
月
二
十
三
日
か
ら
三
日
間
の
停
滞

の
後
、
二
十
六
日
に
Ｇ
Ⅱ
南
西
稜
に
取

り
付
い
た
。
Ｃ
ｌ
か
ら
Ｃ
２

（六
五
〇

〇
肝
）
ま
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
隊
と
共
同

し
て

（八
割
方
わ
れ
わ
れ
が
分
担
し

た
）
工
作
し
た
。
二
日
間
で
Ｃ
２
予
定

地
に
到
達
し
た
後
、
荷
上
げ
活
動
お
よ

び
Ｃ
３

（七
四
〇
〇
房
）
へ
の
工
作
に

入
っ
た
が
、
こ
の
頃
は
天
気
が
安
定
し
、

ス
ム
ー
ズ
に
計
画
が
進
ん
だ
。
し
か
し

七
月
二
日
の
工
作
で
、
Ｃ
３
へ
あ
と
二

〇
〇
μ川
と
い
う
と
こ
ろ
で
悪
天
周
期
に

入
り
、
全
員
Ｂ
Ｃ
に
降
り
て
休
養
を
と

っ
た
。
こ
の
時
点
で
は
ま
だ
Ｃ
３
に
届

い
て
い
な
い
が
、
Ｃ
３
ま
で
近
い
こ
と
、

隊
員
の
体
調
も
よ
い
こ
と
、
Ｇ
Ｉ
へ
移

る
時
期
が
遅
く
な
る
と
季
節
が
変
わ
り

連
続
登
頂
の
可
能
性
が
低
く
な
る
こ
と

か
ら
、
次
の
ス
テ
ー
ジ
で

一
気
に
Ｃ
３

へ
の
工
作
、
荷
上
げ
、
ア
タ
ッ
ク
を
行

う
こ
と
と
し
た
。

Ｂ
Ｃ
で
二
日
間
の
体
養
の
後
、
七
月

七
日
に
Ｃ
２
ダ
イ
ン
ク
ト
入
り
、
八
日

は
高
橋
、
加
藤
で
Ｃ
３
へ
の
ル
ー
ト
エ

作
、
残
り
四
名
で
追

っ
か
け
ボ
ッ
カ
を

行
っ
た
。
こ
の
時
期
に
な
る
と
登
山
者

8月 13日 GIに登項 念願の連続登項成る
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も
増
え
た
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ほ
と
ん

ど
の
登
山
隊
は
、
わ
れ
わ
れ
が
ル
ー
ト

エ
作
す
る
の
を
待

っ
て
行
動
す
る
と
い

う
あ
り
さ
ま
で
あ

っ
た
。
九
日
に
Ｃ
３

入
り
し
た
が
、
こ
の
日
イ
ギ
リ
ス
隊
と

栃
木
隊
が
登
頂
を
果
た
し
、
こ
こ
へ
き

て
先
を
越
さ
れ
た
感
じ
に
な

っ
た
。
し

か
し

「わ
れ
わ
れ
は
あ
く
ま
で
も
連
続

登
頂
が
目
的
」
と
気
を
取
り
直
し
て
翌

十
日
に
ア
タ
ッ
ク
を
か
け
た
。
午
前
三

時
に
Ｃ
３
を
出
発
、
全
員
好
調
で
、
六

時
三
十
分
と
い
う
早
い
時
間
に
、
高
橋
、

加
藤
が
Ｇ
Ⅱ
頂
上
に
立

っ
た
。
そ
の
後

八
時
ま
で
の
間
に
全
員
が
登
頂
。
十

一

日
に
全
員
Ｂ
Ｃ
に
帰
着
し
た
。

■
好
天
を
見
極
め
て
Ｇ
Ｉ
ヘ

Ｂ
Ｃ
で
は
キ
ツ
チ
ン
ス
タ
ッ
フ
、
Ｌ

Ｏ
が
祝
福
し
て
く
れ
た
が
、
わ
れ
わ
れ

は
あ
く
ま
で
も
連
続
登
頂
を
果
た
し
て

初
め
て
成
功
、　
一
つ
だ
け
で
は
失
敗
と

認
識
し
て
い
た
の
で
、
気
を
引
き
締
め

直
す
た
め
の
Ｂ
Ｃ
休
養
で
あ

っ
た
。

休
養
、
悪
天
に
よ
る
停
滞
の
後
、
七

月
二
十
日
よ
り
Ｇ
Ｉ
に
取
り
か
か
っ
た
。

Ｇ
Ｉ
は
既
に
チ
リ
隊
、
ス
ペ
イ
ン
隊
に

よ
リ
ル
ー
ト
が
で
き
て
お
り
、
両
隊
が

登
頂
し
て
い
た
が
、
チ
リ
隊
ク
ラ
ウ
デ

イ
オ
隊
長
の
滑
落
死
は
、
友
好
を
深
め

て
い
た
だ
け
に
非
常
に
残
念
で
あ
っ
た
。

わ
れ
わ
れ
は

一
日
で
北
面
Ｃ
２

（六

四
〇
〇
鮮
）
へ
の
偵
察
を
終
え
、
二
十

一
日
に
全
員
で
Ｃ
２
荷
上
げ
を
行

っ
た
。

こ
の
時
点
で
、
好
天
周
期
が
あ
と
二
、

三
日
で
崩
れ
る

「気
が
し
た
」
の
で
、

こ
の
ス
テ
ー
ジ
で

一
気
に
Ｃ
３
へ
の
偵

察
、
荷
上
げ
を
終
え
て
、
来
る
べ
き
悪

天
を
Ｂ
Ｃ
で
ア
タ
ッ
ク
前
の
休
養
と
し

て
迎
え
る
作
戦
を
取

っ
た
。
こ
の
読
み

は
、
わ
れ
な
が
ら
び
っ
く
る
す
る
ほ
ど

的
中
し
た
。
二
十
三
日
に
高
橋
、加
藤
、

森
、
谷
山
で
荷
上
げ
の
た
め
Ｃ
３

（七

一
〇
〇
肝
）
へ
到
達
す
る
と
同
時
に
天

気
が
崩
れ
、
吹
雪
の
中
を
下
降
し
、
翌

二
十
四
日
に
Ｂ
Ｃ
帰
着
、
最
後
と
な
る

は
ず
の
休
養
へ
入
っ
た
。
こ
の
頃
よ
り

悪
天
の
支
配
率
が
次
第
に
高
ま
り
、
こ

の
停
滞
は
八
月

一
日
ま
で
続
い
た
。

八
月
二
日
よ
リ
ア
タ
ッ
ク
ス
テ
ー
ジ

に
入
り
、
四
日
午
前

一
時
四
十
分
、
Ｃ

３
出
発
。
し
か
し
出
発
の
頃
よ
り
雲
が

湧
き
は
じ
め
、
七
六
〇
〇
μ月
に
達
す
る

頃
に
は
ホ
ワ
イ
ト
ア
ウ
ト
と
な

っ
た
の

で
、
態
勢
を
立
て
直
す
べ
く
、
そ
の
日

の
う
ち
に
Ｂ
Ｃ
へ
と
下
降
し
た
。
Ｂ
Ｃ

滞
在
が
二
ヵ
月
を
越
え
、
疲
労
が
た
ま

っ
て
い
た
が
、
全
員
が
最
後
ま
で
あ
き

ら
め
な
い
覚
悟
で
、
八
月
七
日
、
再
度

ア
タ
ッ
ク
の
た
め
Ｃ
２
に
入
っ
た
。

こ
の
頃
に
な
る
と
、
風
が
こ
れ
ま
で

よ
り
明
ら
か
に
冷
た
く
、
気
圧
は
高
い

の
に
悪
天
が
続
き
、
登
山
シ
ー
ズ
ン
の

終
幕
を
迎
え

つ
つ
あ

っ
た
。

Ｃ
２
で
悪
天
の
た
め
四
日
間
停
滞
を

余
儀
な
く
さ
れ
、
後

一
日
悪
天
な
ら
撤

退
と
い
う
八
月
十
二
日
、
よ
う
や
く
好

天
が
訪
れ
た
。
こ
れ
が
ラ
ス
ト
チ
ャ
ン

ス
と
ば
か
り
、
Ｃ
３
入
り
し
て
翌
日
の

好
天
を
祈

っ
た
。
こ
の
と
こ
ろ
の
天
気

の
様
子
か
ら
、
翌
日
は
晴
れ
て
も
午
前

中
の
み
と
予
測
し
、
十
二
日
午
後
十

一

時
三
十
分
起
床
、
翌
十
三
日
午
前

一
時

出
発
と
し
た
。

十
三
日
は
奇
跡
的
な
快
晴
の
中
、
カ

ザ
フ
ス
タ
ン
隊
と
前
後
し
な
が
ら
順
調

に
高
度
を
稼
ぎ
、
頂
上
直
下
の
氷
雪
壁

に
３
ピ

ッ
チ
ロ
ー
プ
を
固
定
し
、
午
前

七
時
四
十
分
か
ら
八
時
に
か
け
て
全
員

登
頂
に
成
功
、
ま
さ
に
粘
り
の
末
に
勝

ち
取

っ
た
連
続
登
頂
で
あ

っ
た
。
Ｃ
３

に
帰
幕
す
る
頃
に
は
雲
が
頂
上
を
覆
い
、

Ｃ
２
に
着
く
頃
は
完
全
に
悪
天
と
な

っ

て
い
た
。

翌
十
四
日
、
暗
雲
垂
れ
込
め
る
中
を

Ｂ
Ｃ
に
帰
着
。
十
五
日
に
加
藤
、
森
、

天
野
の
三
名
に
よ
る
Ｃ
ｌ
か
ら
の
荷
下

げ
を
も

っ
て
全
て
の
登
山
活
動
を
終
了

し
た
。
十
七
日
、
七
十
七
日
間
に
及
ぶ

Ｂ
Ｃ
滞
在
を
終
え
て
帰
途
に
着
き
、
ゴ

ン
ド

コ
ロ
峠
経
由
で
ス
カ
ル
ド

ヘ
戻
り
、

八
月
二
十
四
日
に
帰
国
し
た
。

■

「全
員
連
続
登
頂
」
を
達
成
で
き
た

の
は
学
生
時
代
の
活
動
の
成
果

今
回
の
登
山
は
全
員
が

「全
員
連
続

登
頂
」
を
目
指
し
て
、
最
後
の
最
後
ま

で
気
持
ち
を
切
ら
さ
な
か
っ
た
こ
と
が

成
功
に
つ
な
が
っ
た
。
こ
れ
だ
け
の
長

期
間
、
初
め
て
高
所
登
山
を
行
う
隊
員

も
最
後
ま
で
粘
れ
た
の
は
、学
生
時
代
、

地
味
な
が
ら
も
着
実
に
合
宿
を
行

っ
て

き
た
賜
物
で
あ
る
。
流
行
や
風
間
に
惑

わ
さ
れ
ず
に
行

っ
て
き
た
、　
一
見
時
代

遅
れ
と
も
い
え
る
学
生
時
代
の
活
動
が

こ
の
成
果
を
生
ん
だ
の
で
あ
る
。

自
画
自
賛
に
な
る
が
、
現
に
今
回
わ

れ
わ
れ
は
終
始
圧
倒
的
な
力
を
見
せ
、

世
界
最
強
と
も
目
さ
れ
る
カ
ザ
フ
ス
タ

ン
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
と
同
程
度
の

行
動
が
で
き
た
。
お
陰
で
彼
ら
か
ら
も

一
日
置
か
れ
、
大
い
に
友
好
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
た
。
大
学
山
岳
部
の
伝
統

と
明
大
ス
ピ
リ
ッ
ト
を
再
確
認
し
、
わ

れ
わ
れ
が
こ
れ
ま
で
や
っ
て
き
た
こ
と

は
間
違
い
で
は
な
か
っ
た
と
、
今
回
の

登
山
を
通
じ
て
確
信
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
回
の
登

山
に
際
し
、
日
本
山
岳
会
か
ら
海
外
登

山
基
金
の
ご
支
援
を
賜
り
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

(3)
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ち
ょ
っ
と
「魔
の
山
」
ま
で

青
年
部
理
事
　
松
原
　
尚
之

―

土

○
〇

一
年
夏
、
竹
内
洋
岳
会
員
が
ナ
ン
ガ

・
パ
ル
バ
ッ
ト
の
公
募
登
山

隊
に
参
加
、
そ
の
報
告
会
が
九
月
二
十

一
日
ル
ー
ム
で
開
催
さ
れ
た
。
公
募
隊

と
い
っ
て
も

「ガ
イ
ド
登
山
」
と
は
異
な
る
ス
タ
イ
ル
の
国
際
登
山
隊
で
あ
り
、

ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
の
可
能
性
が
広
が
る
形
態
で
あ
ろ
う
。
こ
の
報
告
は
、　
一
九
九

六
年
の
Ｊ
Ａ
Ｃ
青
年
部
Ｋ
２
登
山
隊
で

一
緒
に
登
頂
し
た
松
原
尚
之
青
年
部
理

事
が
、
竹
内
会
員
に
代
わ

っ
て
詳
細
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
―

‐

参
加
を
決
め
た
の
は
出
発
の
三
週
間

前
だ
っ
た
。

友
人
の
大
久
保
由
美
子
か
ら

「
一
緒

に
行
か
な
い
？
」
と
誘
わ
れ

「あ
っ
、

行
く
」
と
、
返
事
を
し
た
。

さ
っ
そ
く
隊
の
主
催
者
で
ド
イ
ツ
人

の
ラ
ル
フ
に
Ｅ
メ
ー
ル
を
送

っ
た
と
こ

ろ
「君
に
与
え
ら
れ
た
時
間
は

一
晩
だ
」登項後BCで くつろぐ竹内洋岳さん(30歳 )

と
の
返
信
が
き
た
。
ま
だ
会
社
の
許
可

も
得
て
い
な
い
し
、
困
っ
た
な
と
思
っ

た
が
、
と
り
あ
え
ず

「行
く
」
と
の
返

事
を
出
し
た
。

数
日
後
、
勤
め
る
登
山
道
具
店
の
店

長
の
機
嫌
が
よ
さ
そ
う
な
時
を
見
は
か

ら
い
、
間
近
に
迫

っ
た
海
外
登
山
参
加

の
話
を
切
り
出
し
た
。
「三
週
間
後
か

…
…
」
と
、
店
長
は
困
っ
た
様
子
だ
っ

た
が
、
話
を
社
長
に
伝
え
て
く
れ
た
。

「ち
ょ
っ
と
考
え
さ
せ
て
く
れ
」
と
社
長

も
ま
た
困
惑
気
だ
っ
た
。
し
か
し
、
最

後
に

「お
金
は
い
つ
ま
で
に
振
り
込
む

ん
だ
？
」
と
聞
か
れ
た
の
で
、
「…
…
も

う
振
り
込
ん
じ
ゃ
っ
た
ん
で
す
が
」
と

答
え
る
と
、　
一
瞬
呆
気
に
と
ら
れ
た
表

情
を
浮
か
べ
た
の
ち
、
社
長
は
ポ
ン
と

竹
内
の
肩
に
手
を
か
け
「行

っ
て
こ
い
」

と
言
っ
た
。

■
参
加
費
は
九
十
四
万
円

竹
内
洋
岳
が
わ
ず
か
三
週
間
前
に
参

加
を
決
め
た
登
山
は
、ド
イ
ツ
の
＞
Ｋ
Ｈ‐

ｏ
＞
ｒ
”
ぎ
ヨ
①
と
い
う
会
社
が
主
催
す

る
パ
キ
ス
タ
ン
、
ナ
ン
ガ

・
パ
ル
バ
ッ

ト

（八

一
二
五
眉
）
の
公
募
登
山
隊
だ

っ
た
。
隊
長
は
、
こ
れ
ま
で
に
多
く
の

ヒ
マ
ラ
ヤ
公
募
隊
を
組
織
し
て
い
る
ラ

ル
フ

・
デ
ュ
モ
ビ
ッ
ツ

（三
十
九
歳
）

で
あ
る
。
竹
内
を
誘

っ
た
大
久
保
は
、

か
つ
て
彼
が
主
催
す
る
ア
マ

・
ダ
ブ
ラ

ム
の
登
山
隊
に
参
加
し
た
こ
と
が
あ

っ

た
。
今
回
の
登
山
は
、
公
募
隊
と
言

っ

て
も
営
利
を
目
的
と
し
た
そ
れ
で
は
な

く
、
純
粋
に
ナ
ン
ガ

・
パ
ル
バ
ッ
ト
に

登
り
た
い
登
山
者
が
、
ラ
ル
フ
の
会
社

の
主
導
の
も
と
に
各
国
か
ら
集
ま
り
、

登
山
料
を
シ
ェ
ア
し
、
で
き
る
だ
け
安

い
費
用
で

一
緒
に
登
る
と
い
う
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
。
チ

ョ
モ
ラ
ン
マ
な

ど
で
多
く
行
わ
れ
て
い
る

「ガ
イ
ド
登

山
」
と
は
異
な
る
公
募
隊
の
も
う

一
つ

の
ス
タ
イ
ル
で
、
欧
米
人
を
中
心
に
近

年
積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
る
ヒ
マ
ラ
ヤ

の
登
山
形
態
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
＞４

参
加
費
用
は

一
万
六
三
五
〇
ド
イ
ツ
　
＜

マ
ル
ク
、
日
本
円
で
約
九
十
四
万
円
だ

つ
た
。
パ
キ
ス
タ
ン
ま
で
の
往
復
航
空

運
賃
以
外
は
、
町
で
の
滞
在
費
か
ら
何

か
ら
、
す
べ
て
こ
の
中
に
含
ま
れ
る
。

出
発
前
に
ラ
ル
フ
か
ら
提
出
を
求
め
ら

れ
た
の
は
バ
イ
オ
デ
ー
タ
を
記
す
Ａ
４

の
用
紙

一
枚
き
り
で
、
顔
写
真
と
と
も

に
そ
の
用
紙
を
郵
送
す
る
と
、
折
り
返

し

「五
月
二
十

一
日
、
ラ
ワ
ル
ピ
ン
デ

イ
の
シ
ャ
リ
ワ
ー
ル

・
ホ
テ
ル
の
ロ
ビ

ー
で
待
つ
」
と
の
連
絡
が
入
っ
た
。

五
月
十
六
日
ま
で
仕
事
を
し
、
十
七

日
に

一
日
で
パ
ッ
キ
ン
グ
。
十
八
日
、

単
身
日
本
を
出
発
し
た
。
大
久
保
は
出
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発
直
前
に
体
調
を
壊
し
、
参
加
を
と
り

や
め
て
い
た
。
二
日
間
は
自
費
で
ラ
ワ

ル
ピ
ン
デ
イ
の
ホ
テ
ル
に
滞
在
し
、
五

月
二
十

一
日
、
指
定
さ
れ
た
ホ
テ
ル
の

ロ
ビ
ー
で
初
め
て
、
メ
ン
バ
ー
と
顔
を

あ
わ
せ
た
。

参
加
者
は
全
部
で
十
五
人
。
こ
れ
に

二
人
の
パ
キ
ス
タ
ン
人
高
所
ポ
ー
タ
ー

が
加
わ
る
。
国
籍
は
、
隊
長
ラ
ル
フ
を

は
じ
め
ド
イ
ツ
人
九
名
、
ス
ペ
イ
ン
人

三
名
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
人

一
名
、
リ
ト

ア
ニ
ア
人

一
名
、
そ
し
て
日
本
人

一
名

で
あ
る
。
最
年
長
は
五
十
六
歳
の
オ
ー

ス
ト
リ
ア
人
で
、
最
年
少
組
は
二
十
九

歳
の
ス
ペ
イ
ン
女
性
と
三
十
歳
の
竹
内

で
あ

っ
た
。

十
五
名
の
参
加
者
の
う
ち
五
名
が
女

性
で
、
う
ち
二
人
は
Ｂ
Ｃ
ま
で
の
ト
レ

ツ
キ
ン
グ
参
加
者
だ
。
登
山
に
参
加
す

る
十
三
名
中
十
名
は
八
〇
〇
〇
μ川
峰
登

頂
者
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
八
名
は
複
数

回
の
登
頂
経
験
を
有
す
る
、
レ
ベ
ル
の

高
い
チ
ー
ム
で
も
あ

っ
た
。
彼
ら
の
う

ち
の
半
数
以
上
は
、
以
前
に
も
ラ
ル
フ

の
隊
に
参
加
し
た
こ
と
の
あ
る
、
い
わ

ゆ
る
リ
ピ
ー
タ
ー
な
の
で
あ
る
。

ス
タ
ッ
フ
で
あ
る
ラ
ル
フ
と
も
う

一

人
の
メ
ン
バ
ー
が
す
べ
て
の
準
備
を
や

っ
て
く
れ
る
の
で
、
竹
内
た
ち

一
般
の

参
加
者
は

「
一
人
三
個
ま
で
」
と
い
わ

れ
た
個
人
装
備
を
パ
ッ
キ
ン
グ
す
る
だ

け
で
他
の
仕
事
は
ま

っ
た
く
な
か
っ
た
。

こ
れ
ほ
ど
楽
な
遠
征
準
備
は
初
め
て
の

経
験
で
、
こ
れ
で
九
十
四
万
円
の
参
加

費
は
安
い
、
と
思

っ
た
。
登
山
隊
は
ホ

テ
ル
で
集
合
し
た
三
日
後
に
は
ラ
ワ
ル

ピ
ン
デ
イ
を
発
ち
、
そ
の
さ
ら
に
三
日

後
の
五
月
二
十
七
日
に
は
ナ
ン
ガ

・
パ

ル
バ
ッ
ト
の
ベ
ー
ス
キ
ヤ
ン
プ
に
到
着

し
た
。

■
ル
ー
ト
は
落
石
、
落
氷
の
通
り
道

標
高
四
二
〇
〇
口川
の
Ｂ
Ｃ
は
土
の
上

で
、
高
山
植
物
が
咲
き
み
だ
れ
、
小
川

が
流
れ
る
、
実
に
美
し
い
と
こ
ろ
だ
っ

た
。
Ｂ
Ｃ
に
着
き

一
日
だ
け
レ
ス
ト
し
、

さ
っ
そ
く
登
山
が
開
始
さ
れ
た
。

ル
ー
ト
は

一
般
的
な
デ
イ
ア
ミ
ー
ル

側
の
キ
ン
ス
ホ
ー
フ
ア
ー

・
ル
ー
ト
で

あ
る
。
Ｂ
Ｃ
～
Ｃ
ｌ
間
は
技
術
的
に
は

難
し
く
な
か
っ
た
が
、
と
に
か
く
落
石

が
多
く
神
経
を
使
わ
さ
れ
た
。
Ｃ
ｌ
を

作
ろ
う
と
整
地
を
し
た
場
所
に
翌
日
行

っ
て
み
る
と
、
大
き
な
落
石
が
い
く
つ

か
転
が
っ
て
い
た
こ
と
も
あ

っ
た
。
登

山
の
前
半
、
天
気
が
ず

っ
と
悪
く
、
ル

ー
ト
は
な
か
な
か
伸
び
な
か
っ
た
。

Ｃ
ｌ
～
Ｃ
２
間
も
や
は
り
落
石
、
落

氷
の
通
り
道
で
、
そ
れ
ら
は
太
陽
が
昇

り
、
斜
面
に
陽
が
当
た

，
出
す
と
同
時

に
発
生
し
は
じ
め
る
の
で
、
行
動
は
午

前
二
時
く
ら
い
に
ス
タ
ー
ト
し
、
陽
が

当
た
り
出
す
前
に
Ｃ
２
に
到
着
す
る
よ

う
に
し
た
。

話
に
聞
い
て
い
た
と
お
り
、
ル
ー
ト

上
に
は
フ
イ
ッ
ク
ス
ロ
ー
プ
や
ラ
ダ
ー

が
す
だ
れ
の
よ
う
に
垂
れ
下
が

っ
て
い

た
が
、
そ
れ
ら
残
置
物
は
す
べ
て
氷
の

中
に
埋
ま

っ
て
お
り
、
ま
た
露
出
し
て

い
る
も
の
は
落
石
で
ぼ
ろ
ぼ
ろ
の
た
め

使
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
技
術
的

な
核
心
部
と
言
え
る
こ
の
区
間
を
、
自

分
た
ち
で
す
べ
て
ロ
ー
プ
を
固
定
し
た
。

Ｃ
ｌ
～
Ｃ
２
間
は
ク
ラ
ス
ト
し
た
急
斜

面
で
、登
る
分
に
は
問
題
な
か
っ
た
が
、

下
降
は
ず

っ
と
懸
垂
で
あ

っ
た
。
行
動

中
、
何
度
か
メ
ン
バ
ー
の
横
を
大
き
な

落
石
が
か
す
め
る
こ
と
が
あ
り
、　
一
度

な
ど
は
先
頭
を
行
く
竹
内
の
頭
部
に
落

石

（あ
る
い
は
落
氷
）
が
当
た
り
、

ヘ

ル
メ
ッ
ト
を
吹

っ
飛
ば
し
た
。

■
率
先
し
て
ル
ー
ト
エ
作

登
山
隊
は
ラ
ル
フ
が
リ
ー
ダ
ー
で
、

も
う

一
人
の
ス
タ
ッ
フ
、
ド
イ
ツ
人
の

ハ
イ
ヨ
が
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
と
い
う
こ
と

に
な

っ
て
い
る
。
け
れ
ど
も
日
本
の
大

学
山
岳
部
の
隊
の
よ
う
な
縦
割
の
組
織

と
は
異
な
る
雰
囲
気
で
、
と
に
か
く
話

し
合
い
が
重
要
視
さ
れ
た
。
Ｂ
Ｃ
で
は

食
事
の
後
で
毎
夜
ミ
ー
テ
イ
ン
グ
が
行

わ
れ
、
今
後
の
方
針
が
決
定
さ
れ
る
。

そ
こ
で
竹
内
が
よ
く
言
わ
れ
た
の
が
、

「お
前
は
ど
う
し
た

い
ん
だ
？
」
と

い

う
問
い
か
け
で
あ

っ
た
。

全
員
で
の
ミ
ー
テ
イ
ン
グ
は
英
語
が

基
本
だ
が
、
ド
イ
ツ
人
が
多
い
た
め
、

興
奮
し
て
く
る
と
ド
イ
ツ
語
に
変
わ

っ

た
り
も
し
た
。
パ
ー
テ
イ
ー
間
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
円
滑
に
行
う
上
で

は
、
ド
イ
ツ
語
、英
語
は
当
然
と
し
て
、

ス
ペ
イ
ン
語
と
イ
タ
リ
ア
語
が
ぺ
ら
ペ

ら
で
、
フ
ラ
ン
ス
語
も
あ
る
程
度
話
せ

る
と
い
う
隊
長
の
ラ
ル
フ
の
語
学
能
力

も

一
役
買

っ
て
い
た
よ
う
だ
。
　
　
　
　
＞

パ
ー
テ
イ
ー
分
け
は
な
く
、
全
員
で
　
＜

同

一
行
動
を
と
る
の
を
常
と
し
、
ル
ー

ト
エ
作
を
す
る
メ
ン
バ
ー
だ
け
、　
一
～

二
時
間
早
く
出
発
し
た
。
ル
ー
ト
エ
作

は
当
初
ラ
ル
フ
と

ハ
イ
ヨ
で
行
う
こ
と

に
な

っ
て
い
た
が
、
実
際
は
、
「明
日

の
ル
ー
ト
エ
作
、
誰
か
行
き
た
い
人
い

な
い
？
」
と
い
う
よ
う
な
ア
バ
ウ
ト
な

雰
囲
気
で
あ
り
、
リ
ー
ダ
ー
の
ラ
ル
フ

が

「今
日
は
調
子
が
悪
い
か
ら
」
と
先

に
下
り
て
し
ま

っ
た
こ
と
も
あ
る
。
調

子

の
よ
か

っ
た
竹
内
は

「や
り
た

い

人
？
」
と
聞
か
れ
、
い
つ
も
手
を
挙
げ

て
い
た
の
で
、
結
局
ラ
ル
フ
と
彼
が
大

部
分
を
先
頭
で
ル
ー
ト
を
ひ
ら
く
こ
と



山 678-2001。 11・ 20(第 二種郵便物認可)

に
な

っ
た
。

Ｂ
Ｃ
で
は

一
人

一
張
り
の
個
人
テ
ン

ト
だ
が
、
上
部
キ
ヤ
ン
プ
は
三
～
四
人

用
の
テ
ン
ト
を
二
人
で
使
用
す
る
。
コ

ン
ロ
と
コ
ツ
ヘ
ル
は

一
人
に

一
セ
ッ
ト

ず
つ
支
給
さ
れ
た
。
面
白
い
の
は
、
二

人
で
テ
ン
ト
に
入
っ
て
い
て
も
食
事
は

お
ろ
か
水
作
り
も
別
々
、
よ
っ
て
起
き

る
時
間
さ
え
ば
ら
ば
ら
と
い
う
具
合
だ

っ
た
。
決
め
ら
れ
た
時
間
に
出
発
し
さ

え
す
れ
ば
、
あ
と
は
ま
っ
た
く
の
個
人

任
せ
な
の
で
あ
る
。

上
部
キ
ヤ
ン
プ
で
使
う
食
糧
は
Ｂ
Ｃ

に
設
置
さ
れ
た
食
糧
箱
か
ら
、
こ
れ
も

各
自
が
好
き
な
も
の
を
適
当
と
思
う
分

量
だ
け
、
ガ
ス

・
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
と
と

も
に
選
び
出
す
。
上
部
食
糧
は
ド
イ
ツ

製
の
フ
リ
ー
ズ
ド
ラ
イ
製
品
が
主
で
、

あ
ま
り
う
ま
く
は
な
か
っ
た
が
、
鍋
を

汚
さ
ず
に
調
理
で
き
る
点
で
は
す
ぐ
れ

て
い
た
。
他
に
は
大
量
の
ス
ー
プ
類
や

ク
ラ
ッ
カ
ー
な
ど
で
あ
る
。
行
動
食
は

チ
ョ
コ
ン
ー
ト
や
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

・
バ

ー
が
主
で
、
変
わ

っ
た
と
こ
ろ
で
は
生

ハ
ム
や
ソ
ー
セ
ー
ジ
な
ど
が
あ

っ
た
。

食
糧
が
あ
ま
り
よ
く
な
い
と
聞
い
て

い
た
竹
内
は
、
日
本
か
ら
イ
ン
ス
タ
ン

ト

ニ
フ
ー
メ
ン
を
十
袋
と
、
若
干
の
カ

ロ
リ
ー
メ
ー
ト
や
ゼ
リ
ー
飲
料
な
ど
を

持
参
し
た
。
朝
食
用
に
用
意
さ
れ
て
い

た
の
は
、
コ
コ
ア
ム
ー
ス
と
か
何
と
か

プ
リ
ン
な
ど
と
い
っ
た
、
ふ
つ
う
朝
食

に
は
食
べ
そ
う
に
な
い
も
の
ば
か
り
だ

っ
た
の
で
、
竹
内
は
も

っ
ば
ら
朝
は
ラ

ー
メ
ン
を
食
べ
て
い
た
。
こ
の
メ
ー
ド

ル

・
ス
ー
プ
は
他
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
も

う
ら
や
ま
し
が
ら
れ
、
た
ま
に
分
け
て

あ
げ
た
り
し
た
。

■
Ｃ
４
ま
で
は
ラ
ッ
セ
ル
！

Ｃ
２
か
ら
上
は
雪
の
リ
ッ
ジ
か
ら
広

い
斜
面
と
な
り
、
六
五
〇
Ｏ
μ川
く
ら
い

ま
で
氷
と
雪
の
き
れ
い
な
斜
面
が
続
く
。

傾
斜
は
三
〇
度
ほ
ど
と
さ
ほ
ど
で
は
な

い
が

「落
ち
た
ら
止
ま
ら
な
い
な
」
と

は
思
っ
た
。
標
高
六
五
〇
〇
口川
を
越
え

る
と
急
に
雪
が
深
く
な
り
、
六
六
〇
〇

μ川
の
Ｃ
３
ま
で
膝
上
の
ラ
ッ
セ
ル
が
続

い
た
。
こ
の
辺
り
で
は
過
去
に
ワ
カ
ン

を
使
用
し
た
日
本
隊
も
あ
り
、
確
か
に

持

っ
て
い
れ
ば
使
う
だ
ろ
う
な
と
い
う

ほ
ど
雪
が
深
か
っ
た
。
ラ
ッ
セ
ル
は
そ

の
後
も
続
き
、
七

一
〇
〇
μ川
の
最
終
キ

ヤ
ン
プ
ま
で
膝
上
か
ら
膝
下
の
ラ
ッ
セ

ル
が
ず

っ
と
続
い
た
。
登
山
全
般
を
通

じ
て
常
に
調
子
が
よ
か
っ
た
竹
内
は
そ

の
ラ
ッ
セ
ル
の
大
部
分
を
こ
な
し
た
と

い
う
。
む
ろ
ん
、
他
の
メ
ン
バ
ー
も

一

生
懸
命
彼
に
追
い
つ
き
、
ラ
ッ
セ
ル
を

交
代
し
よ
う
と
し
て
く
れ
る
の
で
、
「何

で
俺
ば

っ
か
り
」
と
い
う
よ
う
な
気
に

さ
せ
ら
れ
る
こ
と
は
全
く
な
か

っ
た
。

ス
ピ
ー
ド
で
は
竹
内
が
秀
で
て
い
た
が
、

他
の
メ
ン
バ
ー
も
技
術
的
に
は
ま

っ
た

く
不
安
な
要
素
は
見
ら
れ
な
か

っ
た
。

唯

一
の
問
題
は
い
っ
こ
う
に
安
定
し

な
い
天
候
で
あ

っ
た
。
六
月
十
七
日
に

は
夜
半
か
ら
の
大
雪
で
Ｃ
２
か
ら
の
下

山
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
が
、
大
雪
に
よ

る
Ｃ
２
か
ら
の
撤
退
は
こ
れ
で
二
度
目

だ

っ
た
。
三
日
間
Ｂ
Ｃ
で
停
滞
の
の
ち

再
び
Ｃ
ｌ
に
上
が

つ
て
い
く
と
、
テ
ン

ト
は
雪
の
中
に
完
全
に
埋
め
ら
れ
跡
形

も
な
か

っ
た
。
や
っ
と
の
思
い
で
テ
ン

ト
を
掘
り
出
し
、
結
局
Ｃ
ｌ
の
テ
ン
ト

は
撤
収
し
て
し
ま
う
こ
と
に
し
た
が
、

こ
の
時

「も
う

こ
の
登
山
は
だ
め
か

な
」
と
の
思
い
が
竹
内
の
脳
裏
を
か
す

め
た
。

■
正
確
な
天
気
予
報

Ｂ
Ｃ
に
は
衛
星
電
話
も
パ
ソ
コ
ン
も

あ
り
、
隊
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
イ
ン
ス

ブ
ル
ッ
ク
の
気
象
予
報
会
社
か
ら
天
気

予
報
を
入
手
し
て
い
た
。
気
象
予
報
会

社
は
民
間
で
あ
り
、
ラ
ル
フ
の
隊
が
予

報
を
送

っ
て
も
ら
っ
て
い
る
予
報
士
の

名
は
チ
ャ
ー
リ
ー
と
い
っ
た
。
ラ
ル
フ

に
言
わ
せ
れ
ば
チ
ャ
ー
リ
ー
以
外
の
予

報
士
は
考
え
ら
れ
な
い
、
と
の
こ
と
だ

っ
た
。
ラ
ル
フ
が
そ
う
言
う
だ
け
あ
っ

て
、
彼
の
天
気
予
報
は
び
っ
く
り
す
る

く
ら

い
よ
く
当
た

っ
た
。
そ
れ
も
、

「何
日
頃
か
ら
天
候
が
崩
れ
る
」
な
ど
と

い
う
あ
い
ま
い
な
表
現
で
は
な
く
、
「何

日
の
お
昼
か
ら
雪
」
と
か
、
「午
後
三
時

か
ら
曇
る
」
と
い
っ
た
よ
う
に
、
時
間

ま
で
も
指
定
し
て
お
り
、
こ
れ
が
ほ
と

ん
ど
的
中
す
る
の
で
あ

っ
た
。
チ
ャ
ー

リ
ー
は
た
だ
衛
星
写
真
や
高
層
天
気
図

か
ら
天
候
を
予
測
す
る
の
だ
が
、
彼
が

ま
た
ク
ラ
イ
マ
ー
で
も
あ
る
こ
と
が
、

そ
の
精
度
の
高
さ
に
関
係
し
て
い
る
の

か
も
し
れ
な
い
、
と
思
わ
れ
た
。
登
山

も
後
半
に
入
る
と
、
彼
ら
は
ま
ず
チ
ャ
　
＞

―
リ
ー
に
電
話
し
て
天
気
予
報
を
聞
き
、
＜

そ
れ
か
ら
隊
の
今
後
の
行
動
を
決
め
る

よ
う
に
な

っ
て
い
た
。

竹
内
が
リ
ト
ア
ニ
ア
人
の
メ
ン
バ
ー

か
ら
聞
い
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
気
象

予
報
の
分
野
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
オ

ー
ス
ト
リ
ア
が
最
も
進
ん
で
い
る
と
の

こ
と
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
リ
ト
ア
ニ

ア
が
何
年
か
の
ち
に
国
の
大
き
な
イ
ベ

ン
ト
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
オ
ー
ス

ト
リ
ア
の
会
社
に
何
億
円
だ
か
を
支
払

い
、
そ
の
イ
ベ
ン
ト
の
日
を
晴
天
に
す

る
よ
う
依
頼
し
て
い
る
の
だ
そ
う
で
あ

る
。
今
年
の
八
月
、
水
不
足
の
た
め
東

京
の
奥
多
摩
で
人
工
降
雨
機
が
発
動
さ
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れ
た
の
を
覚
え
て
い
る
方
も
い
る
だ
ろ

う
が
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
会
社
は
、
人

工
晴
天
装
置

（？
）
と
い
う
も
の
で
リ

ト
ア
ニ
ア
を
晴
天
に
す
る
と
の
こ
と
で

あ
る
。
本
当
だ
ろ
う
か
？

と
も
あ
れ
、
そ
の
信
頼
す
べ
き
チ
ャ

ー
リ
ー
か
ら
、
Ｂ
Ｃ
で
停
滞
す
る
隊
員

た
ち
に

「六
月
二
十
五
日
か
ら
五
日
間

の
晴
天
を
保
証
す
る
」
と
の
情
報
が
も

た
ら
さ
れ
た
。
彼
い
わ
く
、
六
日
目
の

三
十
日
も
夕
方
ま
で
な
ら
大
丈
夫
と
の

こ
と
だ
っ
た
。
か
す
か
な
あ
き
ら
め
ム

ー
ド
も
漂
っ
て
い
た
登
山
隊
で
あ

っ
た

が
、
こ
れ
は
最
後
の
チ
ヤ
ン
ス
だ
と
思

わ
れ
た
。
メ
ン
バ
ー
は
ま
だ
標
高
六
七

〇
〇
μ川
の
Ｃ
３
に

一
回
到
達
し
た
だ
け

な
の
で
順
応
面
に
不
安
は
あ

っ
た
が
、

ダ
メ
も
と
で
行

っ
て
や
ろ
う
、
と
い
う

こ
と
に
決
定
し
た
。

■
真
っ
先
に
頂
上
に
立
つ

六
月
二
十
五
日
、
前
日
ま
で
の
悪
天

が
嘘
の
よ
う
に
、
本
当
に
快
晴
と
な

っ

た
。
積
雪
が
落
ち
つ
く
の
を
待
つ
た
め

翌
二
十
六
日
に
Ｂ
Ｃ
を
出
発
し
た
。
こ

の
日
、
猛
ラ
ッ
セ
ル
を
し
て
や
っ
と
の

思
い
で
Ｃ
２
ま
で
た
ど
り
着
く
と
、
テ

ン
ト
は
雪
に
埋
ま
り
跡
形
も
な
く
消
え

去

っ
て
い
た
。
こ
の
光
景
を
見
た
瞬
間
、

お
そ
ら
く
誰
も
が

「終
わ
っ
た
…
…
」

と
思
っ
た
と
い
う
。
隊
長
の
ラ
ル
フ
は

座
り
込
ん
で
し
ば
ら
く
動
か
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
彼
ら
は
気
を
と
り
直
し
、
そ

れ
か
ら
四
時
間
か
け
て

一
軒
の
雪
の
下

に
埋
ま
つ
て
い
た
テ
ン
ト
を
掘
り
出
し

た
。
ポ
ー
ル
は
ほ
と
ん
ど
折
れ
て
い
た

が
、
こ
れ
は
予
想
し
て
予
備
を
持
ち
上

げ
て
い
た
。
翌
二
十
七
日
は
、
前
日
あ

ま
り
に
も
疲
労
し
た
た
め
、
Ｃ
３
入
り

を
取
り
や
め
、
途
中
ま
で
の
ラ
ッ
セ
ル

を
行

っ
た
。

翌
二
十
八
日
に
Ｃ
３
、
二
十
九
日
に

最
終
キ
ヤ
ン
プ
で
あ
る
Ｃ
４
に
上
が
る
。

チ
ャ
ー
リ
ー
の
予
報
で
夕
方
ま
で
は
大

丈
夫
と
い
う
六
月
二
十
日
、
午
前

一
時

か
ら

一
時
三
十
分
に
か
け
て
、
十

一
名

の
メ
ン
バ
ー
が
ア
タ
ッ
ク
に
出
発
し
た
。

Ｃ
４
か
ら
上
も
雪
は
深
く
、
は
じ
め
ラ

ル
フ
と
竹
内
が
交
代
に
先
頭
に
立

っ
て

ラ
ッ
セ
ル
を
し
て
い
た
。
し
か
し
途
中

か
ら
ラ
ル
フ
も
遅
れ
は
じ
め
た
た
め
、

竹
内
が

一
人
で
先
行
し
た
。
順
応
が
不

充
分
な
た
め
か
、
ま
た
無
酸
素
な
の
で

他
の
メ
ン
バ
ー
の
ペ
ー
ス
は
遅
く
、
竹

内
は
こ
の
ま
ま
で
は
頂
上
に
届
か
な
い

と
思
い
、
あ
と
は
ひ
た
す
ら
ず
ん
ず
ん

と
先
へ
進
ん
だ
。

午
前
九
時
二
十
分
、
竹
内
は
ナ
ン
ガ
・

パ
ル
バ
ッ
ト
の
絶
頂
に
立

っ
た
。

頂
上
は
無
風
快
晴
だ
っ
た
。
陽
射
し

が
ぽ
か
ぽ
か
と
暖
か
く
、
素
手
で
い
て

も
大
丈
夫
な
ほ
ど
だ
。
頂
上
直
下
が
雪

で
は
な
く
ガ
レ
場
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

竹
内
は
、
な
ん
だ
か
日
本
の
立
山
か
ど

こ
か
の
春
山
に
い
る
よ
う
な
錯
覚
に
陥

っ
た
。
写
真
を
撮

っ
て
も
ら
う
た
め
に

頂
上
で

一
人
で
待

っ
た
が
、
後
続
が
到

着
し
た
の
は
彼
が
登
頂
し
て
か
ら

一
時

間
半
後
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
こ
の
日
、

午
後
三
時
頃
か
ら
地
吹
雪
と
な
っ
た
。

■
チ
ャ
ン
ス
と
可
能
性
が
広
が
る

順
応
が
不
十
分
だ

っ
た
わ
り
に
は
、

結
局
十
名
が
登
頂
に
成
功
し
た
。　
一
名

は
頂
上
直
下
の
約
八
〇
〇
〇
μ川
ま
で
達

し
た
が
、
残
念
な
が
ら
そ
こ
で
引
き
返

し
た
。

登
頂
後
、
Ｂ
Ｃ
で
催
さ
れ
た
パ
ー
テ

イ
ー
で
は

「君
の
お
か
げ
で
登
頂
で
き

た
よ
」
と
、
皆
が
竹
内
に
心
か
ら
の
お

礼
の
言
葉
を
述
べ
て
く
れ
た
。
食
欲
と

体
力
で
他
を
圧
倒
す
る
竹
内
を
、
他
の

メ
ン
バ
ー
は
い
つ
し
か
親
し
み
を
込
め

て

「
マ
シ
ン
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な

っ
て

い
た
。
竹
内
と
特
に
親
し
く
し
て
い
た

リ
ト
ア
ニ
ア
人
の
イ
リ
ー
が

「だ
か
ら

日
本
人
は
働
き
す
ぎ
だ

っ
て
言
わ
れ
る

の
さ
」
と
片
目
を

つ
む
り
な
が
ら
さ
さ

や
い
た
。

国
籍
も
年
齢
も
異
な
る
パ
ー
テ
ィ
ー

で
あ

っ
た
が
、
国
籍
や
年
齢
を
意
識
さ

せ
ら
れ
る
よ
う
な
機
会
は
ま
っ
た
く
と

い
っ
て
い
い
ほ
ど
な
か
っ
た
、
と
竹
内

は
言
う
。
向
こ
う
で
は
こ
う
い
う
登
山

が
当
た
り
前
な
ん
だ
、と
知

っ
た
。
「い

ま
ど
き
、
日
本
人
だ
け
、
な
ん
て
登
山

を
し
て
い
る
の
は
、
日
本
と
韓
国
と
中

国
く
ら
い
だ
よ
」
と
、
彼
ら
は
言
っ
て

い
た
そ
う
だ
。

こ
れ
ま
で
に
経
験
し
て
き
た
大
学
山

岳
部
の
隊
や
日
本
山
岳
会
の
登
山
隊
に

も
む
ろ
ん
よ
さ
が
あ
る
。
そ
の
中
で
育

て
ら
れ
、
そ
う
い
っ
た
登
山
の
よ
さ
を

十
分
に
知

っ
た
う
え
で
、
竹
内
は
、

「今
回
、
こ
う
い
っ
た
ス
タ
イ
ル
の
登

山
に
参
加
し
て
、
自
分
の
チ
ヤ
ン
ス
と

可
能
性
が
す
ご
く
広
が

っ
た
気
が
し

た
」
と
語
る
。
極
端
に
言
え
ば
出
発
の

前
日
ま
で
仕
事
が
で
き
る
こ
う
い
う
遠

征
の
方
が
、
今
の
自
分
に
は
あ
り
が
た

い
し
、
と
も
。
こ
れ
か
ら
は
自
分
よ
り

若
い
人
が
、
ど
ん
ど
ん
こ
う
い
っ
た
登

山
に
参
加
す
れ
ば
い
い
、
と
思
う
。

来
年
＞
〓
日の
＞
ｒ
”
一ｏ
ヨ
の
は
マ
ナ
ス

ル
の
登
山
を
計
画
し
て
お
り
、
す
で
に

竹
内
も
誘
わ
れ
て
い
る
そ
う
だ
。
ラ
ワ

ル
ピ
ン
デ
イ
で
は
皆
が
抱
き
あ
い
、
涙

を
流
し
て
別
れ
た
。

「こ
れ
ほ
ど
終
わ
り
が
寂
し
い
と
思
っ

た
登
山
も
な
か
っ
た
」
と
言
う
。

(7)
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日本山岳会の各委員会

同好会の活動報告です。

岳
都
都
市
会
議
開
催
記
念

秋
の
特
別
展
開
く

松
本
市
で
十
月
七
日
よ
り
三
日
間
の

日
程
で
開
催
さ
れ
た

「二
〇
〇

一
年
世

界
岳
都
都
市
会
議
」
は
、
環
境
保
護
と

登
山
の
保
護
、
山
岳
の
恵
み
を
生
か
し

た
町
づ
く
り
な
ど
を
テ
ー
マ
に
活
発
な

意
見
が
交
わ
さ
れ
た
。

世
界
岳
都
都
市
会
議
の
開
催
を
記
念

し
て
、
各
地
で
様
々
な
行
事
が
行
わ
れ

た
。
信
越
放
送
で
は
開
局
五
十
周
年
記

念
に
ち
な
み
同
都
市
会
議
実
行
委
員
会

と
共
催
、
日
本
山
岳
会
の
協
力
に
よ
り

六
、
七
日
の
両
日
、
中
央
公
民
館

・
Ｍ

ウ
イ
ン
グ
ホ
ー
ル
で
第

一
回
松
本
山
岳

映
画
祭
を
開
催
し
た
。
大
正
末
期
に
作

ら
れ
た
作
品

「雪
の
薬
師
、
槍
越
え
」

か
ら
日
本
初
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
遠
征

「ナ
ン

ダ
コ
ッ
ト
征
服
」
、
戦
後
の

「
マ
ナ
ス
ル

に
立
つ
」
ガ
ス
ト
ン

・
レ
ビ
ュ
フ
ア
の

「星
に
の
ば
さ
れ
た
ザ
イ
ル
」
、ま
た
最

近
作

「孤
高
の
峰

・
槍
ヶ
岳
」
な
ど
山

岳
映
画
の
名
作
が
上
映
さ
れ
、
ス
ク
リ

ー
ン
登
山
を
楽
し
ま
せ
た
。

七
日
に
は
市
内
蟻
ヶ
崎
に
あ
る
ア
ル

プ
ス
山
岳
館
で
十
四
時
よ
り
特
別
企
画

展
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
ン
モ
ニ
ー
が
行

わ
れ
た
。
有
賀
正
松
本
市
長
、
大
塚
博

美
会
長
ら
の
挨
拶
に
続
き
、
出
展
者
も

含
め
て
テ
ー
プ
カ
ツ
ト
。
風
船
が
秋
空

に
放
さ
れ
た
。

同
展
は
山
岳
写
真
展

「北
ア
ル
プ
ス

を
今
に
見
る
・心
に
映
る
山
々
」
「
エ
コ
・

ア
ル
プ
ス
２１
」
「茨
木
猪
之
吉
山
岳
絵
画

名
作
展
」
「山
を
科
学
す
る
―
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
活
用
」
の
パ
ネ
ル
を
展
示
す

る
な
ど
多
彩
な
内
容
で
あ
る
。

山
岳
写
真
展
は
同
好
会
ア
ル
パ
イ
ン

フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
の
会
員
が
撮
影
し
た
秀

麗
な
北
ア
ル
プ
ス
の
作
品
三
十
点
。
招

待
作
品
と
し
て
皇
太
子
殿
下
に
は
特
に

お
願
い
し
、
平
成
四
年
の
秋
、
常
念
岳

に
登
山
さ
れ
た
と
き
に
撮
影
さ
れ
た
作

品
二
点
、
ま
た
橋
本
龍
太
郎
元
総
理
に

は
エ
ヴ

エ
レ
ス
ト
山
域
の
作
品
二
点
を

展
示
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

別
の
壁
面
に
は
、
今
夏
撮
り
お
ろ
し

た
羽
田
栄
治
の
記
念
写
真
十
九
点
、
題

し
て

「
エ
コ
・
ア
ル
プ
ス
２１
」
展
。
現

代
登
山
者
の
様
相
、
ゴ
ミ
処
理
や
ト
イ

ン
問
題
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
活

用
な
ど
、
今
日
北
ア
ル
プ
ス
が
抱
え
る

諸
問
題
に
視
点
を
求
め
た
も
の
で
、
来

館
者
の
注
目
を
集
め
た
。

別
室
で
は
資
料
委
員
会
の
協
力
で
大

正
、
昭
和
に
か
け
て
多
く
の
山
岳
名
画

を
残
し
た
画
家

・
茨
木
猪
之
吉
さ
ん
の

作
品
を
紹
介
し
て
絵
画
フ
ア
ン
を
魅
了
。

企
画
展
は
市
内
外
か
ら
多
く
の
来
館
者

が
あ
り
、
十
月
二
十
八
日
ま
で
開
催
さ

れ
た
。　
　
　
　
　
　
（羽
田
　
栄
治
）

上
高
地
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー

上
高
地
の
魅
力
と
は

一
体
何
な
の
で

し
ょ
う
？
　
冬
は
雪
と
氷
に
閉
ざ
さ
れ

て
、　
一
般
客
は

一
年
の
半
分
し
か
利
用

で
き
な
い
上
に
、
マ
イ
カ
ー
規
制
が
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
年
間
百
四
十
万

人
も
押
し
か
け
、
八
月
の
河
童
橋
周
辺

は
都
会
並
の
混
雑
で
賑
わ
い
ま
す
。
上

高
地
は
オ
ー
バ
ー
ユ
ー
ス
に
よ
る
自
然

破
壊
が
進
行
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。　
一
人

で
も
多
く
の
訪
問
客
が
少
し
で
も
上
高

地
の
自
然
を
大
切
に
す
る
よ
う
に
、
私

た
ち
は
八
年
前
か
ら
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ

ー
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

今
年
は
八
月

一
日
か
ら
二
十
日
間
、

二
十
九
名
交
代
で
活
動
し
ま
し
た
。
温

泉
ホ
テ
ル
、
村
営
ホ
テ
ル
、
西
糸
屋
、

山
研
で
、
延
べ
千
百
八
十
二
名
に
対
し

て
ミ
ニ
ト
ー
ク
を
、
ガ
イ
ド
ウ
ォ
ー
ク

は
延
べ
三
百
八
十
二
人
に
対
し
て
行
い

ま
し
た
。

ミ
ニ
ト
ー
ク
は
右
記
施
設
の
会
議
室
、

ロ
ビ
ー
な
ど
で
夜
の
七
時
半
か
ら
約

一

時
間
で
す
。
テ
ー

マ
は
担
当
者
に
よ

っ

て
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
、
上
高
地
の
生
い

立
ち
、
地
形

・
地
質
、
植
物
、
花
、
昆

虫
、
鳥
、
動
物
な
ど
と
広
範
囲
に
わ
た

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
ス
ラ
イ
ド
、
ビ
デ

オ
、
Ｏ
Ｈ
Ｐ
、
プ
リ
ン
ト
な
ど
を
使

っ

て
、
わ
か
り
や
す
く
、
興
味
深
く
話
す

よ
う
に
、
各
自
工
夫
を
凝
ら
し
て
上
高

地
の
自
然
が
い
か
に
素
晴
ら
し
く
、
大

切
な
も
の
で
あ
る
か
を
解
説
し
て
い
ま

す
。ガ

イ
ド
ウ
オ
ー
ク
は
、
今
年
は
山
研

(8)
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を
ス
タ
ー
ト
地
点
と
し
て
、
主
に
明
神

方
面

へ
と
自
然
観
察
を
交
え
た
案
内
を

し
ま
し
た
。
山
研
は
初
め
て
の
人
に
は

わ
か
り
に
く
い
の
で
、
ガ
イ
ド
ウ
オ
ー

ク
の
ス
タ
ー
ト
地
点
と
す
る
に
は
、
Ｐ

Ｒ
方
法
を
改
善
す
る
必
要
が
あ
る
と
感

じ
て
い
ま
す
。
ま
た
私
た
ち
は
宿
泊
に

山
研
と
上
高
地
公
園
活
動
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
二
ヵ
所
を
使
用
し
ま
し
た
が
、
山

研
は
資
料
の
保
管

・
利
用
可
能
な
時
間

帯
な
ど
に
制
約
が
あ
り
、
使
い
に
く
い

こ
と
も
か
な
り
あ
り
ま
し
た
。
山
研
の

有
効
な
活
用
法
は
今
後
の
課
題
で
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
私
た
ち
の
解
説

を
聞
い
て
上
高
地
の
自
然
の
素
晴
ら
し

さ
に
気
が
つ
き
、
感
心
さ
れ
る
こ
と
が

意
外
と
多
く
あ
り
ま
し
た
。
私
た
ち
の

活
動
が
上
高
地
の
自
然
に
興
味
を
持
ち
、

大
切
に
思
う
人
を
増
や
す
こ
と
に
結
び

つ
く
よ
う
に
、
来
年
も
続
け
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
（関
　
清
）

＊
活
動
は
山
の
自
然
学
ク
ラ
ブ
と
共
同
。

額
入
り
写
真
を
寄
贈

故
秩
父
宮
勢
津
子
妃
殿
下
と
談
笑
中

の
山
岳
会
幹
部
の
写
真

（額
入
り
）
二

点
を
遠
藤
光
男
会
員
よ
り
寄
贈
さ
れ
ま

し
た
。　
　
　
　
　
　
（鈴
木
　
敬
吾
）

&川「edrc』‖o03

登山と熱中症

野口 いずみ

地球温暖化の影響を受けて、2001年 夏 も

猛暑であったが、新聞、TV等 のマスメデ ィ

アで盛んに耳にされた言葉に 「熱中症」があ

った。暑さによってからだの熱処理がうまく

で きな くなった状態で、軽症な熱疲労や熱け

いれんと、重篤な熱射病がある。

熱疲労は俗に日射病 といわれているもので、

脱水で循環が虚脱 した状態である。気分が悪

くな り、めまい、頭痛、吐き気などの軽い神

経症状を起 こす。熱けいれんは脱水に対 して

水分のみを補給 した結果、血液中の塩分が低

下 した状態で、手足やお腹の筋肉のけいれん

を生 じる。脈拍や呼吸数が増加 し、日唇のし

びれ感が生 じる場合 もある。

マスコミが話題にした 「熱中症」は、多 く

が重篤な熱射病のことである。熱射病では体

温が40℃ 以上にもな り、意識障害、全身 け

いれん、呼吸循環異常、筋硬直などが生 じる。

高熱から多臓器不全へ進行 し、死亡する場合

もある。死亡率 は30%前後 と高い。熱射病

は労作性 と古典的とに分けられる。労作性 日

射病は登山などの激 しい運動で放射熱が追い

つかな くなって生 じるもので、高温でな くと

も起 こる。古典的熱射病は閉め切った車内や

室内などの高温多湿の環境で生 じ、汗腺の働

きが弱い老人や子 どもに多い。

熱中症を予防するには日頃の心がけが必要

である。夏の初めは暑さにからだが慣れてお

らず、汗腺の働きも不十分で熱中症になりや

すい。暑いからといってクーラー浸けになら

ず、暑さにからだを慣らすようにする。また、

体調不良時には登山をしない、激しい登山に

は次第に馴化を図るなどの配慮も必要である。

登山に際しては、炎天下の激しい登山をな

るべ く避ける。塩分を含むスポーツドリンク

を積極的に飲むようにし、脱水を予防する。

うつ熱を生じないように衣類をこまめに調節

する。体温調節中枢は後ろの首筋にあるので、

後頚部を直射日光にさらさないように、帽子

で覆うか、タオルをかける。

熱中症を起こしてしまった者は、涼しい場

所に移し、仰向けに寝かせて下肢をやや挙げ

る。衣類を緩め、熱の放散を促す。自分で飲

める場合には水分と食塩を摂取させる。筋け

いれんには筋肉を軽 くマッサージする。意識

障害が改善しない場合には病院へ迅速に搬送

することが必須である。しかし、山の中は下

界と異なり、救急車がすぐ飛んできてくれる

わけではない。登山中は、一層、早期発見と

軽症の段階での対処が重要である。

(9)
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JAC
支部だより

■
田
＝
Ш一

県
境
踏
査
は
年
内
に
ゴ
ー
ル

平
成
十
年
秋
に
ス
タ
ー
ト
し
た
県
境

踏
査
は
、
そ
の
後
順
調
に
進
ん
で
、
今

年
中
に
ゴ
ー
ル
の
見
込
み
と
な

っ
た
。

熊
本
県
境
四
三
六
キ
ロ厨
を
月
例
会
の

形
で
踏
査
す
る
計
画
は
、
三
年
前
に
福

岡
県
境
の
荒
尾
市
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。

当
初
、
県
境
線
を
ト
レ
ー
ス
す
る
予
定

が
、
中
高
年
登
山
隊
の
実
力
不
足
と
あ

ま
り
の
藪
山
の
多
さ
に
、
線
か
ら
点
ヘ

と
ト
ー
ン
ダ
ウ
ン
し
、
県
境
線
の
山
と

三
角
点
に
登
る
こ
と
に
な
っ
た
。

七
、
八
月
は
、
猛
暑
と
台
風
接
近
に

よ
り

一
時
休
止
と
な

っ
た
が
、
九
月
に

入

っ
て
活
動
を
再
開
し
、
現
在
、
県
南

部
の
鹿
児
島
県
境
を
進
行
中
で
、
今
年

全国各地の支部から,独自の活動状況を

リポー トします。

中
に
は
終
点
の
水
保
市
に
ゴ
ー
ル
で
き

る
見
込
み
と
な

っ
た
。
到
達
後
は
い
く

つ
か
の
取
り
こ
ぼ
し
区
間
の
再
踏
査
を

行

っ
た
後
、
で
き
れ
ば

一
冊
の
本
に
ま

と
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

今
後
の
踏
査
予
定
は
次
の
と
お
り
。

十
月
二
十

一
日
　
　
亀
齢
峠

十

一
月
二
十
五
日
　
頭
石
、
鬼
岳

十
二
月
九
日
　
　
　
矢
筈
岳
、
水
保

■
ビ
ー
ル
と
ビ
デ
オ
の
夏
季
例
会

暑
い
夏
は
山
行
よ
り
冷
た
い
ビ
ー
ル

に
限
る
、
と
い
う
こ
と
で
始
ま
っ
た
夏

季
例
会
、
山
の
映
画
と
ビ
ー
ル
の
夕
べ

が
八
月
二
十
六
日
開
催
さ
れ
た
。

山
の
映
画

（ビ
デ
オ
）
を
見
な
が
らジョッキを傾けながらビデオ鑑賞

ビ
ー
ル
を
酌
み
交
わ
し
、
そ
の
年
の
夏

山
報
告
を
行
う
と
い
う
も
の
で
、
支
部

例
会
の
中
で
は

一
番
人
気
が
あ
る
。

上
映
さ
れ
る
ビ
デ
オ
は
、
当
初
よ
り

ビ
デ
オ
制
作
に
経
験
の
深
い
神
谷
会
員

（現
副
支
部
長
）
の
手
に
な
る
も
の
で
、

最
近
で
は
プ
ロ
顔
負
け
の
作
品
も
多
く

な
り
、
支
部
会
員
だ
け
で
見
る
の
は
も

っ
た
い
な
い
と
の
評
判
も
出
る
ほ
ど
の

出
来
映
え
。
今
回
は

「霧
島
え
び
の
春

紀
行
」
、
「早
春
の
仰
烏
帽
子
山
」
、
「雁

保
山
の
春
」
の
三
作
品
が
上
映
さ
れ
た
。

い
ず
れ
も
山
の
花
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た

山
行
記
録
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
山
の
季
節

感
が
よ
く
表
現
さ
れ
た
作
品
に
仕
上
が

っ
て
お
り
、
出
席
者
の
目
を
楽
し
ま
せ

て
く
れ
た
。

ビ
デ
オ
鑑
賞
の
後
は
恒
例
の
夏
山
報

告
と
な

っ
た
が
、
全
国
区
で
活
躍
す
る

会
員
の
報
告
が
相
次
ぎ
、
夢
を
追
い
続

け
る
中
高
年
パ
ワ
ー
の
健
在
ぶ
り
を
見

せ
て
く
れ
た
。
　
　
　
（田
上
　
敏
行
）

日
国
団
一

秘
境
椎
葉
で

京
都
支
部
と
交
流
山
行

源
平
の
戦
い
に
敗
れ
、
都
落
ち
し
た

平
重
盛
の
三
男
清
経
が
七
十
年
余
生
活

し
た
と
伝
え
ら
れ
る
秘
境
奥
日
向

・
椎

葉
の
九
州
山
脈
脊
梁
の
中
心
に
位
置
す

る
自
鳥
山
山
頂
で
行
わ
れ
た
謡
曲

（観

世
流
）
「清
経
」
の
荘
厳
な
吟
詠
と
演
舞

の
雄
姿
が
強
烈
で
あ

っ
た
。

■
四
十
八
人
の
交
流
登
山

京
都
支
部

一
行
二
十
二
人
は
、
九
月

二
十
二
日
八
時
十
分
、　
一
万
ト

ン
の
マ
リ

ン
エ
キ
ス
プ
レ
ス
で
海
路
宮
崎
へ
。
待

ち
わ
び
る
宮
崎
支
部
員
と
固
い
握
手
を

か
わ
し
た
後
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
ニ
台
に

分
乗
し
て
、　
一
ツ
瀬
川
に
沿
っ
て
国
道

二

一
九
、
二
六
五
、
三
八
八
、
林
道
、

三
二
七
号
と

一
五
五
キ
ロ
の
道
程
を
、
樹

海
と
渓
流
を
縫

っ
て
走
り
、
正
午
に
は

日
向
上
椎
葉
湖
（上
椎
葉
ダ
ム
・日
本
最

初
の
ア
ー
チ
式
ダ
ム
・昭
和
三
十
年
完

成
）
の
乙
女
像
で
陸
路
組
と
合
流
、昼
食
。

か
つ
て
、
交
易
の
塩
の
道

・
奥
日
向

の
霧
立
越
の
東
端
に
位
置
す
る
扇
山

（
一
六
六

百
じ

に
向
か
っ
て
急
峻
な

岨
道
を
登
山
開
始
。　
一
ツ
瀬
川

・
耳
川

上
流
は
、
平
均
傾
斜
度
は
日
本
ア
ル
プ

ス
、
上
越
地
方
に
次
い
で
日
本
三
位
の

谷
壁
で
あ
る
。
扇
山
は
宮
崎
県
内
で
は

有
数
の
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の
大
本
が
覆
い
、

春
夏
秋
冬
登
山
者
の
絶
え
な
い
山
で
も

あ
る
。
山
頂
で
は
、
阿
蘇
連
山
、
久
住

連
峰
、
由
布
岳
、
祖
母
傾
山
系
、
九
州

山
脈
脊
梁
、
霧
島
連
峰
や
尾
鈴
山
な
ど

三
六
〇
度
の
展
望
に
、
九
州
の
山
の
魅

(10)
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力
を
堪
能
で
き
、
参
加
者
の
目
に
満
足

の
気
色
が
表
れ
て
い
た
。

■

「清
経
」
し
の
ぶ
謡
曲

伝
説
の
地
で
交
流
を
深
め
る
懇
親
会

は
、
国
指
定
重
要
文
化
財

「鶴
富
屋
敷
」

で
大
谷
支
部
長
の
歓
迎
の
挨
拶
に
始
ま

り
、
鶴
富
屋
敷
第
二
十
八
代
当
主
の
椎

葉
物
語
、
日
向
民
謡
の
メ
ド
レ
ー
、
詩

吟
ひ
え
つ
き
の
唄
、
尺
八
と
キ
ー
ボ
ー

ド
の
合
奏
、
日
向
山
旅
賛
歌
の
合
唱
な

ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
に
時
の

経
つ
の
も
忘
れ
て
い
た
。

交
流
二
日
目
は
、　
一
転
し
て
曇
り
の

林
道
を
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
は
喘
ぎ
な
が
ら平家伝説の「清経」住居跡で記念撮影

登
る
。
標
高

一
二
五
Ｏ
μ川
の
登
山
口
か

ら
沢
伝
い
に
ミ
ズ
ナ
ラ
、
ア
ス
ナ
ロ
、

モ
ミ
、
ツ
ガ
、
ケ
ヤ
キ
、ナ
ツ
ツ
バ
キ
、

サ
ワ
グ
ル
ミ
の
自
然
の
息
吹
を
味
わ
い

な
が
ら
白
鳥
山

（
一
六
三
八
鮮
）
山
頂

で
休
憩
。
今
西
錦
司
流
の
山
頂
万
歳
が

起
こ
る
。

こ
こ
で
京
都
支
部
田
中
会
員
に
よ
っ

て
謡
曲

（観
世
流
）
「清
経
」
が
鑑
賞
で

き
る
と
は
。清
経
ゆ
か
り
の
地
で
謡
い
、

舞
う
姿
。
目
つ
き
、
息
づ
か
い
な
ど
に

乱
れ
は
な
く
、
寂
と
し
て
声
な
く
固
唾

を
飲
ん
で
見
守
る
中
に
厳
粛
な
舞
が
終

わ
る
。
ど
っ
と
歓
声
が
上
が
る
。
感
動

の
ひ
と
と
き
で
あ

っ
た
。

帰
路
は

「清
経
」
住
居
跡
の
御
池
の

ド
リ
ー
ネ
の
奇
岩
や
湿
地
帯
の
池
め
ぐ

り
を
行
い
、
樹
海
の
中
で

「雙
手
も
て

杖
を
つ
き
た
て
立
ち
い
こ
ふ
森
の
深
み

に
わ
が
心
燃
ゆ
」
（牧
水
）
の
歌
を
味
わ

う
。
「隣
り
半
里
、
そ
こ
一
里
」
の
奥
日

向

・
秘
境
椎
葉
を
後
に
、
感
動
と
岳
友

の
温
か
い
琴
線
に
ふ
れ
た
二
日
間
の
交

流
登
山
で
あ
っ
た
。
　

（井
野
元
　
繁
）

扁
目
罰
■

創
立
五
十
周
年
記
念
誌
発
行

一
九
九
九
年
か
ら
二
〇
〇
〇
年
に
か

け
て
行

っ
た
支
部
創
立
五
十
周
年
記
念

事
業
の
集
大
成
と
し
て
、
記
念
誌
を
こ

の
ほ
ど
発
行
し
た
。
Ｂ
５
判
箱
入
り

一

三
三
ペ
ー
ジ
。
十
年
前
に
発
行
し
た
四

十
周
年
記
念
誌
に
続
く
も
の
で
あ
る
。

内
容
は
「大
山
と
山
陰
支
部
の
あ
ゆ
み
」

「こ
の
十
年
を
振
り
返

っ
て
」
「海
外
報

告
」

「支
部
創
立
五
十
周
年
記
念
事
業
」

「会
員
随
想
」

「大
山
遭
難
史
」
の
六
章

に
わ
た

っ
て
い
る
。

中
で
も
資
料
的
に
貴
重
な
の
は
、
高

田
允
克
氏
の

「大
山
バ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン

黎
明
期
」
と
小
西
毅
氏
の

「大
山
遭
難

史
」
で
あ
ろ
う
。
前
者
に
は
、
戦
後
間

も
な
い
昭
和
二
十
三
年
か
ら
二
十
七
年

に
か
け
て
の
珍
し
い
登
山
風
景
の
写
真

が
二
十
六
枚
も
付
さ
れ
て
い
る
。
後
者

は
、
四
十
周
年
記
念
誌
に
掲
載
さ
れ
た

同
名
の
寄
稿
の
続
編
で
、
過
去
大
山
で

起
き
た
す
べ
て
の
遭
難
を
多
角
的
に
分

析
し
た
労
作
。
代
表
的
な
遭
難
の
生
還

者
三
氏
の
手
記
が
添
え
ら
れ
て
い
る
の

も
目
を
引
く
。
　
　
　
（小
椋
　
凱
夫
）

＊
非
売
品
で
す
が
、
希
望
者
に
は

一
部

千
円

（送
料
別
）
で
頒
布
し
ま
す
。
申

し
込
み
は
〒
六
八
九

‥
四
二
三
四
　
鳥

取
県
日
野
郡
溝
口
町
畑
池
二
〇
〇
九

吉
川
明
秀
方
　
日
本
山
岳
会
山
陰
支
部

事
務
局

（肌
＆
ｆａｘ
Ｏ
八
五
九

‐
六
二
‥

七

一
二
五
）
ヘ
ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ッ
ク
ス

で
。
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ベースキャンプで送信する大久保

マナスル発

「ヒマラヤ五感日記」

江本 嘉伸

同
人
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
フ
ァ
イ
ト
の
大
久

保
由
美
子

（三
十
二
歳
）
が
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ

「か
ら

っ
ぽ
の
魔
法
」
（〓
ぎ

＼̈＼の
ロ
ヨ
σ
ｌ

①
長
・８
ヨ
）
を
立
ち
上
げ
、
「ヒ
マ
ラ
ヤ
五

感
日
記
」
を
書
き
出
し
た
の
は
、
こ
と
し

四
月
十
日
で
あ
る
。

こ
ん
な
内
容
で
書
き
出
さ
れ
て
い
る
。

〈山
に
入
る
と
、
い
や
お
う
な
く
五
感
が

冴
え
渡

っ
て
く
る
。
雪
斜
面
の
本
の
陰
か

ら
そ

っ
と
こ
ち
ら
を
警
戒
し
て
い
る
カ
モ

シ
カ
も
―
　
は
じ
け
た
ば
か
り
の
ぷ
く
ぷ

く
の
猫
柳
の
弾
力
も
！
　
谷
に
轟
く
春
雪

崩
や
落
石
の
爆
音
も
―
〉

こ
の
日
記
、
大
久
保
に
と

っ
て
は
ガ
ッ

シ
ャ
ー
ブ
ル
ム
Ⅱ
峰
に
次
ぐ
二
つ
目
の
八

千
眉
、
ナ
ン
ガ
パ
ル
バ
ッ
ト
行
き
を
前
提

に
始
め
た
も
の
だ
。
し
か
し
、
連
載
四
回

目
の
五
月
四
日
、
ト
ー
ン
を
変
え
た
。

〈あ
ま
り
重
い
こ
と
を
こ
こ
で
書
き
た
く

な
か
っ
た
が
、
事
実
だ
か
ら
仕
方
が
な
い
。

前
回
の
日
記
に
書
い
た
手
術
の
結
果
、
残

念
な
が
ら
し
こ
り
は
悪
性
で
あ
る
こ
と
が

判
明
し
た
…
…
〉

乳
ガ
ン
の
宣
告
だ

っ
た
。
知
人
の
ド
イ

ツ
の
登
山
家
が
主
催
す
る
ナ
ン
ガ
パ
ル
バ

ッ
ト
国
際
公
募
隊

へ
の
参
加
は
、
出
発
直

前
キ
ヤ
ン
セ
ル
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。

シ
ョ
ッ
ク
は
深
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し

か
し
、
手
術
と
そ
の
後
の
リ
ハ
ビ
リ
の
模

様
を
、
大
久
保
は
淡
々
と
、
時
に
は
ユ
ー

モ
ア
を
こ
め
て
書
い
て
い
る
。
ヒ
マ
ラ
ヤ

は
先
の
こ
と
に
な

っ
た
、
と
周
辺
は
元
気

者
の
失
意
を
思
い
や
っ
た
。

再
起
は
驚
く
ほ
ど
早
か

っ
た
。
何
と
病

室
か
ら
八
月
末
、
近
藤
和
美
率
い
る
秋
の

日
本
勤
労
者
山
岳
連
盟
マ
ナ
ス
ル
登
山
隊

の
メ
ン
バ
ー
に
志
願
し
た
の
だ
。

大
久
保
は
、
パ
ソ
コ
ン
、
イ
ン
マ
ル
サ

ッ
ト
、
ソ
ー
ラ
ー

・
バ
ッ
テ
リ
ー
を
準
備

し
、
八
月
二
十
五
日
出
発
後
、
現
地
か
ら

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
念
願
の

「ヒ
マ
ラ
ヤ
五

感
日
記
」
を
送
り
続
け
た
。
東
京
の
郊
外

で
二
匹
の
ネ

コ
と
留
守
を
守
る
パ
ソ
コ
ン

練
達
の
夫
が
、
日
記
を
ウ

エ
ブ
サ
イ
ト
に

載
せ
る
役
目
を
引
き
受
け
た
。

八
十
回
に
及
ぶ
こ
の
日
記
は
、
病
を
癒

し
て
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
「帰

っ
た
」
女
性
ク
ラ
イ

マ
ー
の
心
情
を
率
直
に
伝
え
て
感
動
的
だ
。

そ
し
て
、
十
月
九
日
。

〈そ
の
ロ
ー
プ
の
先
が
頂
上
だ

っ
た
。
十

五
時
〇
九
分
。
自
分
で
も
ど
こ
に
そ
ん
な

余
力
が
あ

っ
た
の
か
と
思
う
く
ら
い

（中

略
）
。
私
は
あ
ま
り
に
も
疲
れ
す
ぎ
て
、
二

十
四
分
の
頂
上
滞
在
中
、
サ
ポ
ー
タ
ー
と

感
謝
の
ハ
グ
を
す
る
の
を
忘
れ
、
頂
上
の

石
を
拾
う
の
を
忘
れ
、
ま
と
も
な
写
真
が

撮
れ
た
か
ど
う
か
も
怪
し
い
と
い
っ
た
体

た
ら
く
。
で
も
、
帰
り
に
Ｃ
３
の
す
ぐ
そ

ば
で
見
た
西
洋
人
の
死
体
の
よ
う
に
な
ら

ず
に
す
み
、
静
か
な
、
限
り
な
く
静
か
な

マ
ナ
ス
ル
の
夕
暮
れ
を
ビ
デ
オ
に
お
さ
め
、

十
八
時
前
に
は
テ
ン
ト
に
戻
れ
た
の
だ
か

ら
、
こ
れ
以
上
の
幸
運
は
な
い
〉

し
か
し
、
喜
び
は

一
瞬
だ

っ
た
。
翌
日
、

上
部
テ
ン
ト
に
入

っ
た
二
次
隊
が
動
け
な

く
な

っ
た
の
だ
。

大
久
保
の
日
記
は
十
月
十

一
日
、
「神
様
、

お
願
い
！
」
の
タ
イ
ト
ル
で
終
わ
る
。

〈通
常
な
ら
至
福
の

一
日
に
な
る
は
ず
が
、

誰
も
そ
ん
な
気
持
ち
に
は
な
れ
な
い
。
第

二
次
隊
、
ま
さ
か
の
停
滞
で
あ
る
。
天
気

は
よ
い
の
だ
が
、
風
が
ひ
ど
く
て
と
て
も

出
発
で
き
な
い
ら
し
い
。
下
か
ら
見
て
も

頂
上
稜
線
に
は
雪
煙
が
上
が

っ
て
い
る
…
。

あ
の
、
居
る
だ
け
で
過
酷
な
Ｃ
３
で
停
滞

だ
な
ん
て
、
心
配
で
心
配
で
仕
方
が
な
い
。

ど
う
か
、
ど
う
か
―
　
明
日
は
風
が
止
み

ま
す
よ
う
に
―
〉

大
久
保
の
パ
ソ
コ
ン
は
、
以
後
救
出
の

ヘ
リ
を
頼
む
な
ど
カ
ト
マ
ン
ズ
と
の
メ
ー

ル
連
絡
専
用
と
な
る
。
結
局
、
隊
員
の

一

人
、
前
橋
勤
労
者
山
岳
会
の
栗
原
功

（四

十
二
歳
）
が
帰
ら
ぬ
人
と
な
り
、
遺
体
と

と
も
に
上
部
に
と
ど
ま

っ
た
近
藤
隊
長
ら

も
凍
傷
を
負

っ
た
。
乳
ガ
ン
を
克
服
し
て

八
千
口川
無
酸
素
登
頂
を
果
た
し
た
大
久
保

に
予
期
し
得
な
か
っ
た
悲
し
み
だ

っ
た
。

四
十
五
年
前
の

一
九
五
六
年
五
月
九
日
、

今
西
寿
夫
、
ギ
ャ
ル
ツ
エ
ン

・
ノ
ル
ブ
に

よ

っ
て
達
成
さ
れ
た
日
本
山
岳
会
隊
に
よ

る
マ
ナ
ス
ル
初
登
頂
の
報
は
人
間
の
〃足

〃

に
拠

っ
た
。

十

一
日
の
二
次
隊
登
頂
を
待

っ
て
、
英

文
、
ロ
ー
マ
字
文
の
二
つ
の

「至
急
報
」

を
手
に
、
二
人
の
ポ
ス
ト

ニ
フ
ン
ナ
ー
が

無
電
機
の
あ
る
イ
ン
ド
陸
軍
の
チ

ェ
ッ
ク
ｏ

ポ
ス
ト
ま
で
ひ
た
走

っ
た
の
で
あ
る
。　
一

報
が
東
京
の
共
同
通
信
と
毎
日
新
聞
社
に

届
い
た
の
は
十
七
日
深
夜
。
十
八
日
の
各

紙
朝
刊
に
大
き
く

「日
本
人
八
千
り川
峰
初

登
頂
」
と
伝
え
ら
れ
た
。
ち
ょ
う
ど

一
週

間
か
か
っ
た
わ
け
だ
。

大
久
保
由
美
子
の
試
み
は
、
モ
バ
イ
ル

ギ
ア
が

一
般
化
し
つ
つ
あ
る
ヒ
マ
ラ
ヤ
で

は
、
同
時
進
行
で
高
所
登
攀
日
記
を
読
む

こ
と
が
で
き
、
遭
難
の
報
も
迅
速
に
知
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
教
え

た
。
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
伝
わ
る
感
動
は
大

き
い
が
、
時
に
そ
の
こ
と
が
辛
い
、
と
思

う
人
も
い
る
だ
ろ
う
。

(12)
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東

西
南

北

イラス ト・宇都木慎一

会
員
の
皆
様
の
ご
意
見
、
エ
ッ
セ
イ
、

俳
句
、
短
歌
、
詩
な
ど
を
掲
載
す
る

ペ
ー
ジ
で
す
。
ど
し
ど
し
ご
投
稿
く

だ
さ
い
。
（紙
面
に
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、
原
稿
は
長
す
ぎ
な
い
よ
う
に

お
願
い
し
ま
す
）

河
口
慧
海
と
私
の
父藤

本
　
慶
光

私
の
書
棚
に

「国
語
チ
ベ
ッ
ト
語
文

法
」
と
題
さ
れ
た
英
文
の
チ
ベ
ッ
ト
語

の
文
法
書
が
納
ま

っ
て
い
る
。
表
紙
を

あ
け
た
扉
の
ペ
ー
ジ
に
「藤
本
真
光
殿
、

大
正
十
三
年
六
月
二
十
九
日
　
同
君
海

外
留
学
の
記
念
と
し
て
贈
る
。
河
口
慧

海
」
と
書
い
て
あ
る
。
私
の
父
真
光
が
、

高
野
山
真
言
宗
の
許
し
を
得
て
、
二
年

間
の
欧
米
お
よ
び
イ
ン
ド
ヘ
の
遊
学
に

出
発
す
る
際
に
贈
ら
れ
た
も
の
ら
し
い
。

高
野
山
の
僧
侶
で
あ
っ
た
父
は
、
苦

学
し
て
東
大
の
印
度
哲
学
科
に
学
び
、

さ
ら
に
こ
れ
か
ら
の
宗
教
界
に
は
法
律

を
学
ん
だ
者
が
必
要
だ
と
考
え
、
引
き

続
い
て
東
大
の
英
法
科
に
入
っ
た
。
東

京
に
残

っ
て
活
動
し
た
か
っ
た
父
を
高

野
山
に
戻
し
た
い
と
願
っ
た
本
山
に
、

父
が
出
し
た
条
件
が
二
年
間
の
海
外
留

学
の
許
可
で
あ

っ
た
。

日
本
人
と
し
て
初
め
て
チ
ベ
ッ
ト
に

入
っ
た
河
口
慧
海
師
は
、
三
度
目
の
イ

ン
ド
、
ネ
パ
ー
ル
、
チ
ベ
ッ
ト
旅
行
か

ら
大
正
四
年
に
帰
国
し
、
持
ち
帰

っ
た

経
典
を
翻
訳
し
始
め
る
と
同
時
に
、
彼

の
翻
訳
業
を
助
け
る
べ
く
チ
ベ
ッ
ト
語

の
研
究
生
を
養
成
し
よ
う
と
志
し
た
。

そ
の
第

一
回
の
研
究
生
の
一
人
が
当
時

東
大
の
印
哲
科
に
学
ん
で
い
た
父
で
あ

っ
た
。

幼
く
し
て
父
を
亡
く
し
た
私
は
、
母

か
ら

「父
は
慧
海
師
が
帰
国
し
て
最
初

に
チ
ベ
ッ
ト
語
を
教
え
た
四
人
の
う
ち

の
一
人
だ
っ
た
。
池
田
さ
ん
と
い
う
方

な
ど
が
ご
一
緒
だ

っ
た
ら
し
い
」
と
い

う
こ
と
を
よ
く
聞
か
さ
れ
て
い
た
が
、

今
回
こ
の
文
を
書
く
に
あ
た
り
、
慧
海

の
甥
の
河
日
正
氏
が
書
か
れ
た

『河
口

慧
海
』
（
一
九
六

一
年
春
秋
社
刊
行
）
の

中
の

「チ
ベ
ッ
ト
学
の
始
祖
」
を
読
む

と
「第

一
回
の
研
究
生
に
は
池
田
澄
達
、

阿
部
文
雄
、
鈴
木
重
臣
等
の
諸
氏
が
い

る
」
と
あ
り
、
他
の

一
人
が
私
の
父
で

あ
っ
た
よ
う
だ
。

慧
海
師
は
こ
の
年
の
九
月
に
帰
国
、

十
二
月
に

『高
野
山
時
報
』
に

「西
蔵

の
密
教
」
を
掲
載
し
、
さ
ら
に
七
年
に

も
同
時
報
に

「西
蔵
国
民
の
声
」
を
掲

載
し
て
い
る
が
、
当
時
高
野
山
か
ら
東

京
に
遊
学
し
て
い
た
父
が
、
あ
る
い
は

紹
介
の
労
を
取

っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

印
哲
を
出
て
英
法
を
学
ん
で
い
る
間

に
も
慧
海
師
と
の
交
流
が
あ
っ
た
よ
う

で
、
父
の
海
外
留
学
の
は
な
む
け
に
こ

の
本
を
贈

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
法
律
を

学
ん
だ
り
、
ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

な
ど
に
行

っ
て
も
、
私
が
教
え
た
チ
ベ

ッ
ト
語
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
よ
と
父

に
言
い
た
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

父
は

一
九
二
五
年
の
春
に
留
学
を
終

え
て
帰
国
す
る
時
、
イ
ン
ド
の
ダ
ー
ジ

リ
ン
に
寄
リ
タ
イ
ガ
ー
ヒ
ル
か
ら
カ
ン

チ

エ
ン
ジ

ュ
ン
ガ
の
連
峰
を
な
が
め
、

そ
の
日
の
日
記
に

「ヒ
マ
ラ
ヤ
の
高
峰

に
ま
み
え
、
感
激
お
く
あ
た
わ
ず
」
と

記
し
て
い
る
。
そ
の
折
に
購
入
し
た
カ

ン
チ

エ
ン
ジ

ュ
ン
ガ
連
峰
の
写
真
は
、

高
野
山
の
家
の
玄
関
に
私
の
生
ま
れ
る

前
か
ら
架
か
っ
て
い
て
私
は
朝
夕
目
に

し
て
い
た
。
こ
の
家
を
た
た
む
時
に
東

京
に
持
参
し
、
現
在
は
本
郷
の
東
大
ス

キ
ー
山
岳
部
の
ル
ー
ム
に
飾

っ
て
あ
る
。

僧
籍
を
離
脱
し
て
在
家
仏
教
を
提
唱

し
た
慧
海
師
は
、
既
存
の
仏
教
界
に
必

ず
し
も
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た

が
、
同
じ
く
既
存
の
仏
教
界
の
あ
り
方

に
異
を
唱
え
て
い
た
父
と
は
気
持
ち
の

通
じ
合
う
と
こ
ろ
が
あ

っ
た
の
か
、
そ

の
後
父
が
高
野
山
に
住
む
よ
う
に
な

っ

て
も
交
遊
は
続
い
て
い
て
、
父
に
贈
ら

れ
た
慧
海
師
の
署
名
入
り
の
著
作

『釈

迦

一
代
記
』
（昭
和
四
年
刊
）
、
『ヒ
マ
ー

―ステッ7アッ7講座―

円 (テキスト代込)

18:30～ 20:30

2月 15日 (土 ) 無料

14:00～ 16:00 18:30～ 20:30

会場:韓社λ居ビル(下記住FF)/事前にご予約下さい。

ぉ品鶴 宅』エアニューズトラベル
〒160-0023東京都新宿区西新宿 1‐22-2新宿サンエービルBl

涵蒙03(5325)1256 FAX031
灰
~扁

06(6456}3366日 丁]05
ぽ¬ 082{502)2525~「 ¬ 0

(5325)1258
2(588)
92(735

5617
)8855
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ラ
ヤ
山
の
光
』
（昭
和
六
年
刊
）
が
今
も

私
の
書
棚
に
あ
る
。

父
は
慧
海
師
に
先
立
つ
こ
と
二
年
半

の
昭
和
十
七
年
夏
に
亡
く
な

っ
た
。
父

の
後
を
継
い
だ
、
私
の
師
僧
で
も
あ
る

酒
井
真
典
師
は
日
本
の
チ
ベ
ッ
ト
密
教

学
で
大
き
な
功
績
を
残
し
て
お
り
、
七

十
歳
を
超
え
て
ラ
ダ
ッ
ク
、
ラ
サ
に
行

か
れ
た
。
私
の
家
の
仏
間
に
は
慧
海
師

に
贈
ら
れ
た
、
板
に
は
め
込
ま
れ
た
仏

像
が
あ
り
、
雪
山
道
人
慧
海
と
署
名
さ

れ
て
い
た
。
幼
い
頃
食
事
の
前
に
は
師

僧
と
共
に
必
ず
チ
ベ
ッ
ト
語
の
真
言
を

唱
え
て
い
た
。

前
述
の
父
に
贈
ら
れ
た

『国
語
チ
ベ

ッ
ト
語
文
法
』
の
裏
表
紙
に
は
、
「大
正

十
二
年
七
月
二
十
六
日
御
嶽
に
上
が
り

一
宮
氏
よ
り
仮
の
寓
居
を
得
て
西
蔵
文

と
法
華
経
研
究
に
従
事
し
け
る
」
と
記

さ
れ
て
い
る
が
、
河
日
正
氏
の
著
作
の

年
譜
に
も
「七
月
、
武
州
御
嶽
に
滞
在
、

『西
蔵
文
典
』述
作
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

そ
の
余
白
に
十
三
首
の
和
歌
が
ベ
ン
と

鉛
筆
で
書
か
れ
て
い
る
。

「み
仏
の
文
じ
る
し
つ
つ
ゆ
け
ば
我
空

に
妙
の
こ
え
し
て
う
ぐ
い
す
の
な
く
」

な
ど
御
嶽
の
自
然
を
う
た
っ
た
和
歌
だ
。

お
そ
ら
く
ど
こ
に
も
公
表
さ
れ
て
い
な

い
彼
の
作
品
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
う
し
た
河
口
慧
海
師
と
私
の
父
と

の
縁
に
つ
い
て
、
な
に
か
の
は
ず
み
に

亡
き
田
口
二
郎
さ
ん
に
お
話
し
た
ら
大

変
興
味
を
示
さ
れ
、
是
非
何
か
の
か
た

ち
で
ま
と
め
て
お
き
な
さ
い
よ
と
お
す

す
め
を
い
た
だ
い
た
の
に
、
彼
の
生
前

に
お
見
せ
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
悔
や

ま
れ
る
。

岐
阜
県
に
ウ
ェ
ス
ト
ン
の
胸
像

田
畑
　
盲
〓

平
成
十
三
年
は
、
ウ

ェ
ス
ト
ン
生
誕

百
四
十
年
の
年
だ
。
こ
れ
に
ち
な
む
か

の
よ
う
に
、
十
月
十
三
日
０
、
岐
阜
県

中
津
川
市
に
ウ

ェ
ス
ト
ン
の
胸
像
が
設

置
さ
れ
、
除
幕
式
が
行
わ
れ
た
。

上
高
地
の
ウ

ェ
ス
ト
ン

・
レ
リ
ー
フ

な
ど
全
国
に
散
在
す
る
顕
彰
記
念
物
の

な
か
に
あ
り
、
実
は
岐
阜
県
に
だ
け
は

な
し
と
い
う
状
況
だ

っ
た
。
だ
か
ら
、

「岐
阜
県
に
初
の
…
」
と
い
う
こ
と
に
な

る
。明

治
二
十
六
年
五
月
、
ウ

ェ
ス
ト
ン

は
恵
那
山
へ
登
頂
す
る
た
め
、
開
通
し

て
数
年
の
東
海
道
線
を
利
用
、
岐
阜
駅

で
下
車
し
た
後
は
、
馬
車
や
入
力
車
な

ど
を
乗
り
継
ぎ
、
中
津
川
へ
と
や
っ
て

き
た
。
恵
那
神
社
か
ら
の
ル
ー
ト
を
た

ど
っ
た
の
だ
っ
た
。
こ
の
ル
ー
ト
は
現

在
で
は
廃
道
と
な
り
、
深
い
ク
マ
ザ
サ

と
倒
本
に
埋
も
れ
て
い
る
。

設
置
場
所
は
、
恵
那
神
社
の
直
下
で

あ
り
、ウ

ェ
ス
ト
ン
の
事
績
に
ち
な
む
。

中
津
川
市
と
同
名
の
河
川

・
中
津
川
の

右
岸
に
あ
た
る
民
有
地
だ
。
中
津
川
市

観
光
協
会

（前
田
青
甫
会
長
）
が
市
当

局
、
商
工
会
議
所
を
は
じ
め
、
広
く
市

民
に
呼
び
か
け
、
建
設
資
金
を
捻
出
し

た
と
聞
く
。
胸
像
の
周
辺
に
は

「恵
那

山
、ウ

ェ
ス
ト
ン
公
園
」
も
造
成
さ
れ
、

先
人
登
山
家
を
追
慕
す
る
新
名
所
が
完

成
し
た
の
感
が
あ
る
。

日
モ
交
流
の

オ
ト
ゴ
ン
テ
ン
グ
ル
山
行

荒
賀
　
憲
雄

二
年
越
し
の
夢
だ
っ
た
。

九
九
年
の
夏
、
モ
ン
ゴ
ル
の
首
都
ウ

ラ
ン
バ
ー
ト
ル
の
ア
ン
テ
イ
ー
ク
の
店

で
、
ハ
ン
ガ
イ
山
脈
で

一
番
高
い
山
と

言
わ
れ
て
買
っ
た

一
枚
の
絵
が
き
っ
か

け
に
な

っ
て
、
そ
の
オ
ト
ゴ
ン
テ
ン
グ

ル
山
を
、
生
涯
の
思
い
出
に
登

っ
て
み

た
い
と
思
い
立

っ
た
。

し
か
し
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
か
ら
西
へ

一
〇
〇
〇
キ
ロ
の
彼
方
、
満
足
な
地
図
も

資
料
も
な
い
。
思
い
あ
ぐ
ね
て
そ
の
年

の
暮
れ
、
モ
ン
ゴ
ル
奥
地
の
探
検
経
験

豊
富
な
京
都
学
園
の
広
藤
氏
を
訪
ね
て

ご
教
示
を
受
け
た
。
ま
ず
モ
ン
ゴ
ル
語

を
、
と
紹
介
さ
れ
た
留
学
生
ア
リ
ュ
ン

ボ
ル
ド
君
の
尽
力
で
現
地
と
の
連
絡
も

取
れ
、
日
本
側
四
名
―
筆
者
の
他
、
広

藤
啓
二

（日
モ
交
流
協
会
）
、
本
村
高
志

（北
山
の
会
）
、
矢
野
潤

（Ａ
Ａ
Ｃ
Ｋ
）
、

モ
ン
ゴ
ル
側
四
名
の
遠
征
隊
を
組
織
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
う
こ
う
す
る
内
、
国
際
ス
ポ
ー
ツ

マ
ス
タ
ー
で
ヒ
マ
ラ
ヤ
遠
征
経
験
を
持

つ
現
地
の
登
山
家
ム
フ
ジ
ャ
ル
ガ
ル
氏

を
ガ
イ
ド
役
に
引
き
出
す
た
め
、
同
氏

の
勤
め
る
ゴ
ビ

・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
　
ａ

（カ
シ
ミ
ヤ
会
社
）
の
創
立
二
十
周
年
記
　
Ｈ

念
と
、
企
画
を
は
じ
め
現
地
デ
ポ
の
装

備
を
お
借
り
す
る
な
ど

一
方
な
ら
ぬ
お

世
話
に
な

っ
た
日
モ
交
流
協
会
の
設
立

十
周
年
を
記
念
し
た
、
国
際
友
好
登
山

と
い
う
形
を
と
る
こ
と
に
な

っ
た
。

二
〇
〇

一
年
八
月

一
日
関
空
出
発
。

ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
で
は
、
通
訳
も
頼
ん

だ
ア
リ
ュ
ン
ボ
ル
ド
君
の
実
家
に
落
ち

着
く
。
翌
二
日
は
大
使
館
へ
の
挨
拶
や

買
出
し
、
装
備
点
検
な
ど
の
準
備
、
前

夜
も
含
め
三
度
の
ミ
ー
テ
イ
ン
グ
な
ど

を
行
う
。
緯
度
の
関
係
で
夜
は
十
時
頃

ま
で
明
る
く
大
い
に
助
か
る
。

八
月
三
日
朝
、
二
台
の
車
に
装
備
、
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BC地点手前よリオ トゴンテングル山を望む

食
料
な
ど
を
積
ん
で
ま
ず
ゴ
ビ
本
社
に

向
か
い
、
出
発
の
セ
ン
モ
ニ
ー
。
横
断

幕
を
掲
げ
た
大
勢
の
社
員
の
見
送
り
を

受
け
、
社
長
と
挨
拶
を
交
わ
し
た
後
、

拍
手
を
背
に
出
発
し
た
。
テ
レ
ビ
の
取

材
も
あ
り
、
そ
の
夜
の
ス
ポ
ー
ツ
番
組

で
放
映
さ
れ
た
ら
し
い
。

い
よ
い
よ
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
を
後
に
、

草
原
の
中
を

一
直
線
に
伸
び
た
幹
線
道

路
を
西
へ
向
か
う
。
十

一
日
間
、
三
二

〇
〇
キ
ロ
に
わ
た
る
長
い
旅
が
始
ま
っ
た
。

ハ
ン
ガ
イ
山
脈
の
南
を
迂
回
す
る
コ

ー
ス
を
と
っ
て
、
ア
ル
バ
イ
ヘ
ー
ル
を

過
ぎ
た
と
こ
ろ
で
幕
営
。
夜
に
か
け
て

雨
に
な
る
。　
一
日
目
の
午
後
か
ら
道
ら

し
い
も
の
は
消
え
て
最
初
の
パ
ン
ク
。

し
か
し
タ
イ
ヤ
交
換
だ
け
で
な
く
チ
ュ

ー
ブ
も
そ
の
場
で
直
し
て
し
ま
う
チ
ー

フ
ド
ラ
イ
バ
ー
の
ダ
シ
ュ
カ
氏
。
札
幌

五
輪
の
ス
キ
ー
選
手
団
監
督
だ
っ
た
人

だ
が
、
若
い
頃
ナ
イ
マ
ー
チ
ン

（陸
送
）

を
業
と
し
て
い
た
す
ご
い
運
転
と
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
技
術
の
持
ち
主
で
あ
る
。

翌
朝
、
雨
は
上
が
り
夜
明
け
の
空
に

大
き
な
月
。
四
辺
に
は
次
第
に
岩
山
が

目
立
ち
、砂
漠
の
様
相
を
呈
し
て
く
る
。

オ
ボ
ー
の
祀
ら
れ
た
峠
を
越
え
る
と
、

眼
前
の
大
平
原
の
彼
方
に
峨
々
た
る
山

並
み
が
現
れ
た
。
ハ
ン
ガ
イ
山
脈
だ
が
、

目
指
す
オ
ト
ゴ
ン
テ
ン
グ
ル
は
そ
の
西

端
、
遥
か
に
遠
い
。

午
後
こ
の
あ
た
り
最
大
の
地
方
都
市

バ
ヤ
ン
ホ
ン
ゴ
ル
に
着
き
、
車
の
大
修

理
。
夜
は
ガ
イ
ド
氏
の
弟
さ
ん
宅
へ
招

か
れ
夕
食
。
そ
の
後
、
薄
暮
の
草
原
を

二
十
三
時
頃
ま
で
走
り
幕
営
。

三
日
日
、
あ
た
り
か
ら
植
物
が
消
え

全
く
の
砂
漠
と
な
る
。
し
か
し
井
戸
や

と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
ゴ
ア
ン
ズ

（茶
店
）

も
あ
り
、
昼
食
時

一
緒
に
な

っ
た
老
女

と
若
い
女
性
を
乗
せ
た
オ
ー
ト
バ
イ
と

連
れ
に
な
る
。
や
が
て
空
に
暗
雲
が
た

ち
こ
め
腺
雨
が
過
ぎ
る
。

突
然
、
先
行
車
が
停
ま
っ
て
飛
び
降

り
た
ガ
イ
ド
氏
と
ボ
ル
ド
君
が
何
か
を

追
い
か
け
て
い
る
。
見
る
と
タ
ル
バ
ガ

ン
だ
。
巣
穴
を
ふ
さ
が
れ
て
逃
げ
惑
う

の
を
追
い
つ
め
、
ス
ト
ツ
ク
で
し
と
め

る
。
狩
猟
の
対
象
と
し
て
人
気
の
高
い

動
物
だ
が
、
翌
日
Ｂ
Ｃ
で
の
ご
馳
走
と

な

っ
た
。

や
が
て
山
地
に
さ
し
か
か
り
、
こ
こ

を
越
え
る
と
山
麓
の
オ
ト
ゴ
ン
村
だ
ろ

う
と
い
う
あ
た
り
で
道
に
迷
う
。
美
し

い
湖
を
ち
り
ば
め
た
草
原
を
さ
ま
よ
い
、

よ
う
や
く
た
ど
り
着
い
た
峠
、
谷
間
を

隔
て
て
遥
か
彼
方
に
小
さ
く
、
西
日
を

受
け
雲
を
い
た
だ
い
た
独
立
峰
が
見
え

る
。
オ
ト
ゴ
ン
テ
ン
グ
ル
山
だ
―
　
と

う
と
う
や
っ
て
き
た
。
暮
れ
な
ず
む
谷

間
に
降
り
て
幕
営
。

翌
朝
オ
ト
ゴ
ン
村
に
入
り
、
郡
役
所

で
郡
長
に
会

っ
て
入
山
許
可
を
取
る
。

本
来
な
ら
八
月
に
入
る
と
登
山
禁
止
だ

が
、
日
モ
友
好
と
い
う
こ
と
で
特
別
許

可
。
年
齢
を
聞
か
れ
、
ジ
ャ
ラ
ン
ナ
イ

ム

（六
十
八
歳
）
と
い
う
と
驚
い
て
い

た
。
警
察
に
回
り
、買
い
物
を
済
ま
せ
、

Ｂ
Ｃ
地
点
に
向
か
う
。
広
々
と
し
た
谷

間
。
最
奥
の
村
ボ
ヤ
ン
ト
を
過
ぎ
た
あ

た
り
で
あ
の
絵
と
同
じ
風
景
を
見
る
。

管
理
人
の
グ
ル
を
訪
ね
、
入
山
料
を
払

い
荷
役
を
頼
む
。

左
の
谷
に
入
り
、
川
を
渡

っ
て
台
地

に
出
る
と
、
眼
前
に
大
き
く
雪
を
い
た

だ
い
た
山
頂
が
迫
る
。
Ｂ
Ｃ
地
点
。
オ

ボ
ー
も
祀
ら
れ
、
聖
な
る
山
と
し
て
大

統
領
の
参
詣
も
あ
る
由
。
テ
ン
ト
を
張

っ
て
い
る
と
ト
レ
ツ
キ
ン
グ
の
車
が
く

る
。
チ
ェ
コ
人
に
イ
ン
ド
女
性
を
交
え

た

一
行
だ
が
、　
一
晩
泊
ま
っ
て
帰

っ
て

い
っ
た
。
ち
な
み
に
今
季
の
登
頂
は
オ

ラ
ン
ダ
隊
を
は
じ
め
数
パ
ー
テ
イ
ー
、

日
本
隊
は
二
年
ぶ
り
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

七
日
、
Ａ
Ｃ
設
営
の
予
定
だ
が
午
前

中
は
ゆ
っ
く
り
す
る
。
昼
前
、
下
か
ら

ジ
ー
プ
と
馬
が
上
が
っ
て
く
る
。
警
察

の
点
検
だ
が
、
ど
う
や
ら
遊
山
を
兼
ね

て
い
る
ら
し
く
家
族
連
れ
の
大
部
隊
。

ネパール・ヒマラヤの山々は、今、ベスト・シーズンを迎え

ています)山旅にご一緒するシェルバ達は、笑顔で皆

ジャルウェイズと日本エアシステムが運航しま1九

様のお出でをお待ちいたしておりま魂 この機会に是非、

12月 28日倫)～ 1月 5日 (土)9日間

神々の座ヒマラヤの麓をのんびり歩いてみませんか。
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持
参
の
ホ
ル
ホ
ッ
ク
（羊
料
理
）
で
草
上

の
饗
宴
が
始
ま
る
。
ア
ル
ヒ
（酒
）
は
こ

ち
ら
持
ち
、
所
長
の
挨
拶
、
ポ
ラ
ロ
イ

ド
が
大
活
躍
す
る
。

十
二
時
、
少
し
上
の
聖
な
る
湖
バ
ッ

テ
ル
ホ
ン
ダ
カ
ま
で
警
察
や
Ｂ
Ｃ
に
残

る
二
人
に
送
ら
れ
て
出
発
。
荷
物
は
大

半
を
馬
に
託
し
た
が
、
途
中
で
へ
ば
り

最
後
は
ボ
ッ
カ
。
十
六
時
、
雪
線
下
部

の
台
地
に
Ａ
Ｃ
設
営
。
天
候
は
幸

い
安

定
し
て
い
る
。

夜
半
、
ど
う
や
ら
高
山
病
に
や
ら
れ

た
ら
し
く
、
激
し
い
嘔
吐
感
に
襲
わ
れ

る
。
テ
ン
ト
を
出
て
吐
こ
う
と
し
た
が

何
も
出
な
い
。
振
り
返
る
と
月
明
り
の

中
、
白
い
山
頂
が
巨
大
な
幻
の
よ
う
に

覗
き
込
ん
で
い
る
。
四
時
、
出
発
準
備

に
か
か
る
が
胸
焼
け
が
ひ
ど
い
。
ガ
イ

ド
の
ム
フ
ジ
ャ
ル
ガ
ル
氏
に

（ミ
ー
ニ

ー
　
ゲ
デ
ス
　
モ
ー
　
ゲ
ウ
チ
　
ア
ウ

ル
マ
ー
ル
　
バ
イ
ナ
＝
腹
具
合
が
お
か

し
い
が
、
登
り
た
い
）
と
言
う
と
大
き

く
う
な
ず
く
。
後
日
、
あ
の
時
、
こ
の

人
を
必
ず
頂
上
に
連
れ
て
ゆ
か
ね
ば
な

ら
な
い
と
思

っ
た
、
と
通
訳
に
語

っ
た

＞
」
い
つヽ
。

八
月
八
日
六
時
、
ア
タ
ッ
ク
開
始
。

ガ
ラ
場
を
登
る
途
中
、
六
三
年
の
航
空

機
事
故
の
跡
を
見
る
。
散
乱
し
た
機
体

は
ま
だ
そ
の
ま
ま
。
八
時
半
雪
線
着
。

雪
面
は
ほ
ぼ
氷
化
。
取
り
付
き
は
三
〇

度
あ
ま
り
の
壁
、
最
初
は
コ
ン
テ
イ
ニ

ュ
ア
ス
で
登
る
が
、
上
部
で
は
私
だ
け

ガ
イ
ド
氏
の
確
保
を
受
け
る
。

壁
を
登
り
き
リ
プ
ラ
ト
ー
に
出
る
。

既
に
高
度
計
は
四
〇
〇
〇
μ川
を
越
え
て

い
る
。左
手
に
凍

っ
た
小
さ
な
火
口
湖
。

心
配
さ
れ
た
ヒ
ド
ン

・
ク
レ
バ
ス
を
慎

重
に
確
か
め
な
が
ら
最
後
の
斜
面
を
登

り
き
る
と
、
意
外
に
あ

っ
け
な
く
頂
上

だ

っ
た
。
三
六
〇
度
、
地
平
線
ま
で
黄

褐
色
に
波
打

つ
台
地
の
広
が
り
の
み
。

皆
抱
き
合

っ
て
喜
ぶ
。
十
時
半
、
無
風

快
晴
。
Ｂ
Ｃ
か
ら
双
眼
鏡
で
眺
め
て
い

た
サ
ポ
ー
ト
隊
は
、
思

っ
た
よ
り
速
い

動
き
に
驚
い
た
ら
し
い
。

写
真
を
撮
り
、
八
人
全
員
の
名
前
を

載
せ
た
記
録
を
雪
に
埋
め
、
十

一
時
半

山
頂
を
後
に
す
る
。
雪
は
緩
ん
で
い
た

が
無
事
雪
線
を
抜
け
、
豆
粒
の
よ
う
に

見
え
る
Ａ
Ｃ
へ
と
ガ
ラ
場
を
下
る
。
少

し
休
ん
で
Ａ
Ｃ
を
撤
収
、
馬
の
迎
え
に

く
る
と
こ
ろ
ま
で
ボ
ッ
カ
。
こ
の
頃
に

な

っ
て
大
粒
の
雨
が
落
ち
始
め
た
。
Ｂ

Ｃ
ま
で
の
長
い
高
層
湿
原
の
道
を
た
ど

る
。
遅
れ
始
め
た
私
に
ず

っ
と
付
き
添

っ
て
く
れ
た
ガ
イ
ド
氏
が
「セ
ン
セ
イ
、

頑
張

っ
て
歩
こ
う
、
下
り
た
ら
ダ
シ
ュ

カ
が
ご
馳
走
を
作

っ
て
待

っ
て
る
よ
」

と
言

っ
て
く
れ
た
言
葉
が
忘
れ
ら
れ
な

い
。
十
七
時
三
十
分
、
Ｂ
Ｃ
着
。
差
し

出
さ
れ
た

一
杯
の
熱
い
乳
茶
が
と
て
つ

も
な
く
美
味
し
か
っ
た
。

帰
路
は
未
知
の
ル
ー
ト
だ
が
、
ハ
ン

ガ
イ
山
脈
を
越
え
て
北
側
へ
出
よ
う
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
九
日
、
午
後
Ｂ
Ｃ

撤
収
。
谷
沿
い
を
走
り
、草
原
を
迷
い
、

鞍
部
を
越
え
る
と
風
景
は

一
変
。　
一
面

の
花
野
と
遠
く
霞
む
湖
、
山
に
は
針
葉

樹
の
森
が
現
れ
る
。
い
わ
ゆ
る
麗
し
の

ハ
ン
ガ
イ
で
あ
る
。
ゲ
ル

・
キ
ヤ
ン
プ

に
泊
ま

っ
て
久
々
の
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
、

遊
牧
の
人
た
ち
と
交
歓
す
る
。
最
後
は

ボ
ル
ガ
ン
と
い
う
美
し
い
町
を
訪
れ
、

ダ
シ
ュ
カ
氏
の
ご
両
親
の
ロ
ッ
ジ
で
歓

待
を
受
け
、
八
月
十
三
日
午
後
、
ウ
ラ

ン
バ
ー
ト
ル
に
帰
り
着
い
た
。

こ
の
間
出
会

っ
た
動
植
物
、
車
の
前

を
悠
々
と
横
切
る
五
畜
や
ヤ
ク
の
群
れ

は
別
と
し
て
、
タ
ル
バ
ガ
ン
を
は
じ
め

素
早
い
地
リ
ス
や
狐
、
岩
山
に
並
ん
で

羽
を
休
め
る
タ
ッ
ス

（大
鷲
）
、
ブ
ラ
ッ

ク
ス
ワ
ン
や
ア
ネ
ハ
ズ
ル
の
群
れ
。
足

の
踏
み
場
も
な
い
エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス
、

草
原
を
真
紅
に
染
め
た
ヤ
ナ
ギ
ラ
ン
、

巨
大
な
ツ
ァ
ガ
ン
モ
ー
ク

（茸
）
、
ル
バ

ー
ブ
の
群
生
。
そ
れ
ら
野
生
の
パ
ノ
ラ

マ
を
か
き
分
け
か
き
分
け
て
た
ど
っ
た

時
の
流
れ
の
止
ま

っ
た
よ
う
な
夏
の

日
々
だ

つ
た
。

山
岳
警
備
隊
員
の
真
意

五
十
嶋
　
一
晃

夏
山
最
盛
期
が
終
わ

っ
た
九
月
初
旬

に
、
北
ア
ル
プ
ス
の
太
郎
平
小
屋
に
あ

る
富
山
県
山
岳
警
備
隊
員
の
部
屋
で
、

妙
な
木
板
が
目
に
つ
い
た
。
そ
れ
は
「祈

登
山
安
全
　
無
事
故
」
と
書
か
れ
た
も

の
で
あ
る
。
分
厚
い
大
き
な
木
板
に
、

小
さ
な
八
文
字
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、

変
に
思
っ
て
裏
を
返
し
て
み
る
と

「大

沢
野
警
察
署
　
太
郎
平
山
岳
警
備
臨
時

派
出
所
」
と
書
か
れ
た
門
標
で
、
山
岳

警
備
隊
員
が
小
屋
に
常
駐
し
て
い
る
と
　
い

き
に
は
、
小
屋
の
玄
関
に
掲
げ
て
あ
る
　
Ｈ

も
の
で
あ

っ
た
。
シ
ー
ズ
ン
が
終
わ

っ

た
の
で
部
屋
に
し
ま
っ
た
も
の
で
、
警

備
隊
員
以
外
は
表
札
の
裏
面
の
文
字
を

あ
ま
り
知
ら
な
い
。

こ
の
文
字
に
表
さ
れ
て
い
る
精
神
は
、

山
岳
警
備
隊
員
の
祈
り
を
込
め
た
本
音

の
心
で
あ
ろ
う
。
木
板
を
眺
め
て
い
た

ら
、
隊
員
の
活
動
が
目
に
浮
び
、
自
然

に
胸
に
熱
い
も
の
が
こ
み
上
げ
て
き
た
。

山
岳
警
備
隊
の
活
動
に
つ
い
て
は
多

く
の
書
籍
が
出
版
さ
れ
、
映
像
で
も
遭

難
救
助
の
場
面
が
華
々
し
く
放
映
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
山
岳
警
備
隊
員
が

日
常
行

っ
て
い
る
遭
難
防
止
の
た
め
の



山 678-2001・ 11・ 20(第 三種郵便物認可 )

地
味
な
活
動
が
あ
る
。
そ
の

一
端
を
体

験
し
た
の
で
報
告
し
よ
う
。

数
年
前
の
夏
山
で
、
八
十
歳
を
越
え

た
登
山
者
が
槍
か
ら
立
山
の
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド

・
コ
ー
ス
を
縦
走
し
た
。
当
夏
私

は
太
郎
平
小
屋
か
ら
黒
部
五
郎
小
舎
を

経
て
五
郎
沢
か
ら
黒
部
の
源
流
を
下
り
、

薬
師
沢
小
屋

へ
入

っ
た
が
、
予
定
よ
り

も
早
く
着
い
た
の
で
昼
寝
を
し
て
い
た
。

す
る
と
私
宛
に
遭
難
対
策
用
無
線
が
入

る
。
内
容
は
八
十
歳
く
ら
い
の
老
人
と

孫
の
中
学
生
が
歩
い
て
い
る
の
に
会

っ

た
か
、
そ
の
場
所
は
、
そ
の
と
き
の
状

況
は
、
と
次
か
ら
次

へ
と
質
問
が
飛
ぶ
。

黒
部
五
郎
の
カ
ー
ル
の
ジ
グ
ザ
グ
の
登

り
で
会

っ
た
こ
と
、
二
十
歩
く
ら
い
歩

い
て
は
休
憩
を
と

っ
て
い
た
こ
と
、
空

身
で
あ

っ
た
こ
と
、
中
学
生
の
男
の
子

が
か
な
り
先
行
し
て
歩
い
て
い
た
こ
と

な
ど
を
報
告
し
、
太
郎
平
に
は
日
暮
れ

近
く
に
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
、
と

い
う
私
の
推
測
も
加
え
た
。
当
日
、
太

郎
平
小
屋
か
ら
は
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
で
活

動
し
て
い
る
薬
師
岳
方
面
山
岳
遭
難
対

策
協
議
会
の
皆
さ
ん
が
、
上
ノ
岳
の
麓

ま
で
救
援
に
出
て
い
る
。

山
岳
警
備
隊
は
、
老
人
の
登
山
者
に

つ
い
て
は
三
俣
山
荘
か
ら
雄
山
ま
で
の

足
取
り
を
す
べ
て
把
握
し
て
い
た
。
各

山
小
屋
か
ら
は
無
線
に
よ

っ
て
情
報
を

集
め
る
。
小
屋
に
到
着
し
た
と
き
、
食

事
の
こ
と
、
小
屋
を
出
発
し
た
と
き
の

模
様
な
ど
を
探
り
、
縦
走
路
途
中
で
の

模
様
は
登
山
者
か
ら
聞
き
と
り
を
行

っ

て
い
た
。
私

へ
の
無
線
も
そ
の

一
環
だ
。

こ
の
よ
う
に
、
老
人
の
登
山
者
に
は

山
岳
警
備
隊
員
が
情
報
網
を
張

っ
て
、

そ
の
足
取
り
を
把
握
し
て
い
る
と
い
う

活
動
を
、
縦
走
し
て
い
る
登
山
者
は
も

ち
ろ
ん
本
人
も
知
ら
な
い
。
方
々
に
迷

惑
を
か
け
る
登
山
者
は
別
と
し
て
、
老

人
の
楽
し
み
で
あ
る
登
山
を
応
援
し
た

い
、
育
み
た
い
と
考
え
て
い
る
姿
勢
で

は
な
か
ろ
う
か
。
登
山
者
に
と

っ
て
は

安
心
だ
。

も
う

一
点
、
今
夏
の
体
験
を
取
り
上

げ
た
い
。
八
月
二
十
四
日
に
山
岳
警
備

隊
か
ら
ス
ゴ
乗
越
小
屋

へ
遭
難
対
策
用

の
無
線
が
入
る
。
「越
中
沢
岳
か
ら
ス
ゴ

ノ
頭
に
か
け
た
と
こ
ろ
に
、
靴
の
よ
う

な
も
の
が
入

っ
た
ビ
ニ
ー
ル
袋
が
ハ
イ

マ
ツ
に
縛

っ
て
あ
る
、
と
い
う
登
山
者

か
ら
の
情
報
が
入

っ
た
。
と
り
あ
え
ず

小
屋
で
そ
の
モ
ノ
を
探
し
出
し
、
状
況

を
判
断
し
て
回
収
し
て
ほ
し
い
。
場
合

に
よ

っ
て
は
警
備
隊
員
が
出
動
す
る
」

と
い
う
内
容
で
あ
る
。
警
備
隊
で
は
万

一
人
命
に
か
か
わ
る
こ
と
が
な
い
だ
ろ

う
か
と
心
配
し
た
よ
う
だ
。

私
は
ス
ゴ
乗
越
小
屋
に
い
た
の
で
、

早
速
警
備
隊
の
指
令
に
よ

っ
て
行
動
し

た
。
モ
ノ
が
お
い
て
あ

っ
た
状
況
か
ら

判
断
す
る
と
、
特
に
問
題
と
し
て
取
り

上
げ
る
よ
う
な
こ
と
で
は
な
か

っ
た
。

ス
ゴ
乗
越
の
最
低
鞍
部
か
ら
越
中
沢
岳

へ
の
急
坂
を
登
る
と
最
初
の
小
ピ
ー
ク

に
達
す
る
。
そ
こ
は
眺
め
が
よ
く
五
、

六
人
が
座
れ
る
休
憩
所
の
よ
う
な
と
こ

ろ
だ
。
そ
こ
の
ハ
イ

マ
ツ
の
枯
れ
た
根

っ
こ
に
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
包
ま
れ
た
ウ

オ
ー
キ
ン
グ

ｏ
シ
ュ
ー
ズ
が
置
か
れ
て

い
た
。
中
身
の
点
検
を
行
い
、
そ
の
位

置
や
状
態
、
日
時
の
経
過
な
ど
を
判
断

す
る
と
、
置
い
て
い
っ
た
登
山
者
は
「ま

だ
靴
が
使
え
る
の
で
ど
な
た
か
使

っ
て

く
だ
さ
い
。
重
い
の
で
置
い
て
い
き
ま

す
」
と
い
う
単
純
な
思
い
つ
き
で
置
い

た
も
の
で
あ
る
と
推
測
し
回
収
し
た
。

こ
の
よ
う
に
山
岳
警
備
隊
員
は
、
登

山
者
が
安
全
で
あ
る
よ
う
常
に
心
が
け
、

こ
ん
な
些
細
の
こ
と
に
ま
で
遭
難
防
止

の
対
策
を
講
じ
て
い
る
。

『ア
ル
プ
ス
交
番
勤
務
を
命
ず
』
と
題

す
る
著
書
を
表
し
た
元
富
山
県
山
岳
警

備
隊
隊
長
の
谷
口
凱
夫
氏
は
、
そ
の
中

で

「私
の
内
心
は

『日
本

一
の
評
価
よ

り
遭
難
事
故
ゼ
ロ
の
悲
願
を
達
成
し
た

い
』
と
い
う
の
が
偽
ら
な
い
気
持
ち
で

す
」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
気
持
ち
は

よ
く
理
解
で
き
る
。

谷
口
氏
は
十
年
ぐ
ら
い
前
に
、
Ｊ
Ａ

Ｃ
の
ル
ー
ム
で
、
厳
冬
期
の
剣
岳
八
ツ

峰
に
お
け
る
遭
難
救
助
活
動
の
映
写
と

講
演
を
行

っ
て
い
る
。
会
場
で
は
大
学

山
岳
部
の
部
員
を
中
心
に
、
立

っ
て
視

聴
し
て
い
る
会
員
が
多
数
い
た
。

氏
は

「み
な
さ
ん
は
若
く
、
こ
れ
か

ら
の
日
本
の
登
山
界
を
背
負

っ
て
立

つ

人
た
ち
で
す
。
も

っ
と
も

っ
と
先
鋭
的

な
登
山
を
行

っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
趣

旨
で
講
演
を
結
ん
だ
。
若
い
青
年

へ
は

相
当
活
発
な
登
山
を
奨
励
し
て
い
た
が
、

若
い
と
き
に
登
山
の
基
本
を
体
得
す
る
、

そ
れ
が
安
全
登
山
に
繋
が
る
本
筋
で
あ

る
と
、
私
は
思
う
。

主にフランスはブルゴーニュのワインを中心に輸入しています。
こだわりの無名ドメーヌを発掘!! 今、ワイン界に新風を送っています。

S02の少ないピュアなおいしいワインを、毎年フランスに行き
ドメーヌから直接買いつけています。素晴らしいおいしさです。

ぜひお試しください。全国発送いたします。ホームページをご覧ください。
http://www.winedou.co.jp/

トップコンテンツのマキノリポートは山とワインのリポートです。
メールマガジンもよろしく。

千葉県印施郡富里町日吉台5-10-7
・TEL:0476-93-2200
FAX:0476-93-7548

●日本ソムリエ協会関東支部ワインアド

バイザーコンクール入賞 ●フランス食

品振興協会 (ソペクサ)認定コンセイエ (小

売店のソムリエ)● ワイン総合研究所

公認名誉ワインマスター

牧野 菊生
(会員8299番 )

マキノ酒店有限会社

ワインを直輸入しています
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図書 紹 介
市
川
学
園
山
岳
部
Ｏ
Ｂ
会
／

佐
藤
勉

ｏ
編
著

『帝
釈
山
脈
の
沢
』

序
文
の
冒
頭
に

「本
書
は
我
々
の
山
の

会
、
市
川
学
園
山
岳
部
Ｏ
Ｂ
会
の
遺
書
で

あ
る
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
千
葉
県
市
川

市
に
あ

っ
た
旧
制
の
市
川
中
学
と
そ
の
流

れ
を
汲
む
私
立
市
川
高
校
と
中
学
の
山
好

き
の
卒
業
生
が
作

っ
て
い
た
組
織
が
、　
一

九
五
九
年
に
創
立
以
来
、
関
東
北
部
の
、

一
般
登
山
者
に
見
放
さ
れ
て
い
た
山
域
の

沢
筋
の
探
索
を
主
た
る
テ
ー
マ
と
し
て
活

動
し
て
き
た
。
し
か
し
少
子
化
に
加
え
て

若
者
の
山
離
れ
の
趨
勢
が
会
の
衰
退
を
も

た
ら
し
て
、
つ
い
に

一
九
九
〇
年
解
散
に

い
た

っ
た
。
「遺
書
」
と
呼
ば
れ
る
理
由
が

こ
こ
に
あ
る
。

そ
れ
は
日
本
現
代
登
山
史
の
消
長
の
歴 イラスト 蜂谷益雄

史
を
物
語
る
資
料
で
も
あ
る
。
埋
も
れ
さ

せ
る
に
は
惜
し
い
記
録
を
、
と
く
に
帝
釈

山
脈
の
沢
に
し
ぼ
っ
て
ま
と
め
た
も
の
で

あ
る
が
、
会
の
発
足
よ
り
も
前
に
未
踏
の

地
に
分
け
入

っ
た
先
人
た
ち
の
記
録
を
も

視
野
に
入
れ
て
い
る
。
と
か
く
自
己
中
心

的
に
傾
き
や
す
い
こ
の
種
の
記
録
の
通
弊

に
堕
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
立
派
で
あ
る
。

加
え
て
、
踏
査
時
点
か
ら
後
に
作
ら
れ
た

林
道
に
よ

っ
て
沢
の
状
況
が
大
き
く
変
化

し
た
こ
と
も
あ

っ
て
、
現
今
で
は
味
わ
い

よ
う
の
な
い
沢
登
り
の
記
録
の
集
成
で
も

あ
る
。
情
報
の
集
積
と
登
山
環
境
の
歴
史

的
な
変
化
の
両
方
を
物
語
る
。
こ
の
よ
う

な
地
味
な
本
を
紹
介
で
き
る
こ
と
を
私
は

う
れ
し
く
思
う
。
　

　

　

（宮
下
　
啓
三
）

二
〇
〇

一
年
五
月
　
自
山
書
房
発
行

一
一
五
ペ
ー
ジ
　
千
五
百
円

馬
場
直
之
・
著

『静
岡
市
周
辺
の
山
々
』

埼
玉
県
の
住
民
で
あ
る
著
者
が
な
ぜ
静

岡
市
の
山
の
本
を
出
版
し
た
の
か
。
答
は

単
純
で
あ

っ
た
。
勤
務
し
て
い
た
会
社
の

転
勤
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
単
身

赴
任
の
た
め
の
徒
然
な
る
ま
ま
、
と
い
う

よ
り
か
な
り
精
力
的
に
、
会
社
の
窓
か
ら

眺
め
ら
れ
た
静
岡
平
野
の
周
り
の
山
を
登

り
始
め
た
の
が
、
通
い
つ
め
る
ま
で
に
な

っ
た
よ
う
だ
。
平
成
四
年
よ
り
十
年
ま
で

の
約
六
年
間
、
五
十
五
回
の
登
山
記
録
を

ま
と
め
た
の
が
本
書
で
あ
る
。

静
岡
市
周
辺
と
い
っ
て
も
清
水
市
、
焼

津
市
な
ど
も
含
ま
れ
、
広
い
範
囲
に
わ
た

っ
て
い
る
。
東
は
富
士
川
西
岸
よ
り
西
は

大
井
川
東
岸
、
北
方
は
身
延
山
、
七
面
山
、

八
紘
嶺
、山
伏
の
山
肌
ま
で
を
範
囲
と
し
、

主
と
し
て
河
川
流
域
別
に

一
章
か
ら
六
章

に
分
け
て
い
る
。

山
行
ご
と
に
登
山
日
、
登
山
ル
ー
ト

（時

間
記
録
）
、
コ
ー
ス
案
内
、
標
高
、
該
当
地

図
の
説
明
が
あ
り
、
特
に
コ
ー
ス
案
内
お

よ
び
著
者
が
作
成
し
た
登
山
の
難
易
度
を

示
す
グ
レ
ー
ド
は
、
今
後
の
登
山
の
参
考

に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

著
者
は
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
こ
の
山

域
に
惹
か
れ
た
か
。
第

一
は
展
望
の
素
晴

ら
し
さ
。ヽ
眼
下
に
駿
河
湾
、
伊
豆
半
島
、

北
方
に
は
谷

一
つ
隔
て
て
南
ア
ル
プ
ス
の

雄
大
な
峰
々
が
見
ら
れ
る
。
第
二
は
山
村

の
風
景
。
こ
ん
な
高
い
と
こ
ろ
に
、
と
思

う
ほ
ど
の
山
腹
に
ま
る
で
桃
源
郷
の
よ
う

な
集
落
が
あ
る
。
第
二
は
峠
。
古
代
よ
り

日
本
の
大
動
脈
、
東
海
道
の
宇
津
ノ
谷
峠

を
は
じ
め
、
古
く
か
ら
の
峠
が
無
数
に
あ

り
、何
と
も
い
え
な
い
感
慨
に
う
た
れ
る
。

し
か
し
記
録
や
案
内
書
は
少
な
い
。
著

者
は
あ
と
が
き
で

「こ
の
山
域
に
光
を
あ

て
る
こ
と
で
お
世
話
に
な

っ
た
山
々
に
少

し
は
恩
返
し
が
で
き
る
と
の
思
い
も
あ

っ

た
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
山
域
の
ほ
ぼ

全
て
の
山
を
踏
破
し
た
実
績
と
知
識
に
著

者
の
自
負
が
感
じ
ら
れ
る
。
（茂
見
　
猛
）

二
〇
〇
〇
年

一
月
発
行
　
三
六
〇
ペ
ー

ジ
　
私
家
版

（連
絡
先
＝
馬
場
直
之

〒
三
六
五

‐
○
〇
六
四
　
鴻
巣
市
赤
見

台
四

‐
五

‥
二
五
）

大
谷
映
芳
ｏ
著

『ド
ル
ボ
』

ダ
ウ
ラ
ギ
リ
の
北
で
チ
ベ
ッ
ト
高
原
の

南
端
、ネ
パ
ー
ル
最
奥
の
ド
ル
ポ
地
方
を
、

登
山
家
で
あ
リ
テ
レ
ビ
局
の
デ
イ
ン
ク
タ

ー
で
あ
る
著
者
が
、
ス
チ
ー
ル
カ
メ
ラ
で

撮

っ
た
写
真
集
で
あ
る
。

急
峻
な
雪
の
山
と
蒼
い
空
、
強
風
に
煽

ら
れ
る
経
文
の
旗
。
谷
間
の
麦
。
ペ
ー
ジ

を
繰
る
ご
と
に
眠

っ
て
い
た
旅
の
記
憶
が
　
鉤

蘇
る
。仮
面
舞
踊
の
楽
音
。
灯
明
の
臭
い
。
　

ｕ

バ
タ
ー
茶
の
味
や
ヤ
ク
乾
燥
肉
の
歯
ご
た

え
ま
で
も
。
音
と
動
き
を
伴
う
テ
レ
ビ
の

映
像
で
は
、
こ
の
楽
し
み
は
味
わ
え
な
い
。

ヒ
マ
ラ
ヤ
の
経
験
が
な
く
て
も
、
多
岐

に
わ
た
る
被
写
体
を
確
実
に
と
ら
え
る
表

現
力
が
、
ド
ル
ポ
の
自
然
と
民
俗
の
魅
力

を
十
分
に
堪
能
さ
せ
て
く
れ
る
。
潔
く
切

り
取
ら
れ
た

一
瞬
の
情
景
に
現
れ
る
山
容

の
威
厳
、
湖
の
静
寂
、
僧
院
の
壁
を
彩
る

仏
画
に
流
れ
る
歳
月
、
子
ど
も
た
ち
の
は

に
か
み
な
が
ら
も
心
を
許
し
た
笑
み
、
祭

り
に
集
う
村
人
に
は
ル
ー
ツ
の
共
有
を
思

わ
せ
る
懐
か
し
さ
が
漂
う
。

著
者
は
、
取
材
で
訪
れ
た
ド
ル
ポ
地
方

の
優
し
さ
の
虜
に
な

っ
た
と
い
う
。
巻
末
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図書 受 入 報 告 (2001年8～ 9月 )

著 者      書   名                      ベージ・大きさ 出版元    出版年 寄贈/購入別

須藤追悼集作成委員会(編)生きて帰れ !:須藤建志追悼集              166pp/27cm 京都岳人クラブ 2001  発行者寄贈

西蔵自治区登山協会(編)世界第六高峯:The Sixth Highest Mountain of the World    84pp/26cm 西蔵自治区登山協会 1985  中国登山協会

寄贈町田市立国際版画美術館(編)憧れの山々:山 を愛し、山を描 く              124pp/30cm 町田市立国際版画美術館 2001  寺田和雄氏寄贈

宮川仁一 (編 )   山想会だより(第 29号)                 113pp/30cm 法政大山岳部山想会 2001  発行者寄贈

野元甚蔵      チベット潜行1939                    361pp/20cm 悠々社     2001  江本嘉伸氏寄贈

向一陽・向晶子   トレッキングinヒ マラヤ(カ ラー版中公新書 No。 1603)   269pp/18cm 中央公論新社  2001  著者寄贈

全日本山岳写真協会(編)山稜2001三 全日本山岳写真展作品集 (撮影地図付)     201pp/22cm 全日本山岳写真協会 2001  清水正己氏寄贈

栗田希代子    日本百名山(平成俳句叢書V「道」文庫 No。 104)      190pp/20cm 東京四季出版  1998  著者寄贈

大谷映芳      ドルポ:ネ パールヒマラヤの最奥の秘境         222ppρ 4× 31cm 七賢出版    2001  著者寄贈

中村昌之。内田良平 ネパール・ヒマラヤ トレッキング案内[改訂2版]     224pp/26cm 山と漢谷社   2001  出版社寄贈

小口和利      オース トリア・アルプス ハイキング案内         216pp/26cm 山と漢谷社   2000  出版社寄贈

小川清美     グリンデルワルト周辺を歩く(ヨ
ーロッパアルプス・ハイキングガイドNo.1)144pp/21cm 山と漢谷社   2000  出版社寄贈

小川清美     ツェルマット周辺を歩く(ヨ
ーロッパアルプス・ハイキングガイドNo。2)44pp/21cm 山と漢谷社   2000  出版社寄贈

小川清美     シャモニ周辺を歩く(ヨ ーロッパアルプス・ハイキングガイドNo.3)144pp/21cm 山と漢谷社   2000  出版社寄贈

吉川栄一 (編 )   沢登 り入門とガイド                  238pp/21cm 山と漢谷社   1990  出版社寄贈

室井正松 他   栃木県の山(登山分県ガイドNo。 8)           112pp/21cm 山と漢谷社   2000  出版社寄贈

三菱ガス化学山岳部 他 新潟県の山(登山分県ガイドNo。 16)           128pp/21cm 山と漢谷社   2000  出版社寄贈

仁井田研一 他   八甲田・八幡平・秋田駒を歩く(フ ルカラー特選ガイドNo.3)144pp/21cm 山と漢谷社   2000  出版社寄贈

中村成勝     日光・那須・足尾を歩く(フ ルカラー特選ガイドNo。 7)   144pp/21cm 山と漢谷社   1999  出版社寄贈

編集工房ウォーク 他 丹沢を歩く[改訂版](フ ルカラー特選ガイドNo。 13)    144pp/21cm 山と漢谷社   1999  出版社寄贈

平田謙一     上高地・乗鞍岳を歩 く(フ ルカラー特選ガイドNo。 25)   144pp/21cm 山と漢谷社   2001  出版社寄贈

石川道夫     石鎚。剣山を歩 く(フ ルカラー特選ガイドNo。 33)     144pp/21cm 山と漢谷社   1999  出版社寄贈

畔上能力 (編 )   山に咲く花 (山漢ハンデイ図鑑 No.2)[第 4版]       592pp/21cm 山と漢谷社   2001  出版社寄贈

永田芳男     夏の野草 (山漢フィールドブックス No.2)        384pp/19cm 山と漢谷社   1995  出版社寄贈

木原浩      山菜 (山漢フィールドブックス No.5)          240pp/19cm 山と漢谷社   1999  出版社寄贈

高野伸二 (編)   日本の野鳥(山漢カラー名鑑)[第2版]          592pp/20cm 山と漢谷社   2001  出版社寄贈

細田充      賢い山のウェア選択術 (ニ ューヤマブックス No。4)    208pノ18cm 山と漢谷社   1999  出版社寄贈

羽根田治     アウトドア。ロープテクニツク(ニ ユーヤマブックス No.5) 192pp/18cm 山と漢谷社   1999  出版社寄贈

中村昌之      トレッカーのためのネパール学 (ニ ューヤマブックス No。 6)224pp/18cm 山と漢谷社   1999  出版社寄贈

岩崎元郎     日本百名山を楽しく登る(ニ ューヤマブックス No.7)   232pp/18cm 山と漢谷社   1999  出版社寄贈

丸山晴弘     遭難のしかた教えます (ニ ューヤマブックス No。 8)    224pp/18cm 山と漢谷社   2000  出版社寄贈

村越真      道迷い遭難を防ぐ最新読図術              192pp/21cm 山と漢谷社   2001  出版社寄贈

飯田睦治郎    登山者のための最新気象学               320pp/21cm 山と漢谷社   1999  出版社寄贈

白旗史朗     白笈史朗の山の花撮影テクニックと見分け方       336pp/21cm 山と漢谷社   2000  出版社寄贈

山と漢谷社 (編)  甲信越百名山                     160pp/24cm 山と漢谷社   2000  出版社寄贈

山と漢谷社大阪支局(編)中国百名山                       152pp/24cm 山と漢谷社   2000  出版社寄贈

Walk Corponion(編 )日 本百名山登山ガイド(上)               160pp/21cm 山と漢谷社   2001  出版社寄贈

Walk Corporation(編 )日 本百名山登山ガイド(中)               160pp/21cm 山と漢谷社   2001  出版社寄贈

Walk Corporation(編 )日 本百名山登山ガイド(下 )               160pp/21cm 山と漢谷社   2001  出版社寄贈

中村至伸     上高地自然観察ガイド                 11lpp/18cm 山と漢谷社   2001  出版社寄贈

白笈史朗     白旗史朗の百一名山[普及版]              256pp/26cm 山と漢谷社   2001  出版社寄贈

藤原咲子     父への恋文 :新田次郎の娘に生まれて           254pp/20cm 山と漢谷社   2001  出版社寄贈

山と漢谷社 (編)  自然との対話                     293pp/19cm 山と漢谷社   2001  出版社寄贈

Ram Kumar Pmday Nepal― Japtt Relations(ネ パール語版)             /22cm 私家版     2001  著者寄贈

長尾三郎     激しすぎる夢三「鉄の男」と呼ばれた登山家。小西政継の生涯  446pp/20cm 山と漢谷社   2001  出版社寄贈

田畑真一     知られざるW・ ウェス トン:WestOn EpisOde        291pp/20cm 信濃毎日新聞社  2001  出版社寄贈

上濱篤男。他 (編) 公介 :慶応大学山岳部。川嶋公介君追悼集         135pp/22cm 慶応義塾大学山岳部 2001  発行者寄贈

奥村清明     秋田の山登 り5o                    l17pp/21cm 無明舎出版   2000  著者寄贈

奥村清明     秋田のハイキング50                  109pp/21cm 無明舎出版   2001  著者寄贈

月岡恵      憧憬の山  々                      159pノ 21cm 新潟日報事業社  2001  著者寄贈

北川進五・谷津範之(編)や まなみよせて:足利高等学校山岳部山行記録集      550pp/26cm 足高山の会   2001  発行者寄贈

工藤隆雄     山小屋の主人の炉端話                 301pp/19cm 東京新聞出版局 2001  出版社寄贈

田中弘士     私の山行日記 :日 本三百名山踏破記録           161pp/21cm 東京新聞出版局 2001  著者寄贈

法政大学チョモランマ登山隊(編)法政大学チョモランマ登山隊2000報告書         163pp/30cm チョモランマ登山隊事務局2001  発行者寄贈

日本山岳会山陰支部(編)日本山岳会山陰支部創立50周年記念誌          133pp/27cm 日本山岳会山陰支部 2001  発行者寄贈

野沢井歩 (編 )   ネパール登山の手引き[第 3版]             160pp/26cm 日本ヒマラヤ協会 2001  発行者寄贈

山森欣一 (編 )   中国登山の手引き[第 5版]               270pp/26cm 日本ヒマラヤ協会 2001  発行者寄贈

山森欣一。太田康夫(編)未踏峰クーラ・カンリⅡ:日 中友好合同登山隊1997年 の記録  86pp/26cm 日本ヒマラヤ協会 2001  発行者寄贈

都立青山高校山岳部OB会 (編)BIVOUAC:石 川順太郎先生追悼号             302pp/26cm 都立青山高校山岳部OB会 1990  贄田統亜氏寄贈

「北山の会」昆苓隊(編)よ り高く、より遠く、未知を求めて:2000年 KOR65登山報告書 158pノ30cm 「北山の会」昆苓隊 2001  発行者寄贈
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疵

鱚

鱚

九
月
理
事
会

日
時
　
九
月
十
二
日
Ｑ
　
十
八
時
三
十

分
～
二
十

一
時
三
十
五
分

場
所
　
日
本
山
岳
会
会
議
室

［出
席
者
］

大
塚
会
長
、
芳
賀
、長
尾
、

村
井
各
副
会
長
、
西
村
、
今
村
、坂
井
、

高
原
、
朴
元
、
高
遠
、
宮
下
、
鈴
木
、

黒
川
、
大
野
、
中
村
、
藤
本
、
河
西
、

松
原
、
鳥
居
、
小
川
各
理
事
、
内
田
、

古
市
各
監
事
、
平
林
、
宮
崎
、宇
田
川
、

鯵
坂
各
常
任
評
議
員

【審
議
事
項
】

一
、
長
期
改
善
計
画
策
定
プ

ロ
ジ

エ
ク

ト
編
成
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
（西
村
）

以
下
に
示
す
内
容
で
進
め
た
い
。

①
目
的
　
創
立
百
周
年
を
四
年
後
に
ひ

か
え
、
当
会
の
あ
る
べ
き
姿
を
長
期
的

な
展
望
に
た

っ
て
描
き
、
思
い
き
っ
た

会
の
改
善
を
期
す
こ
と
と
す
る
。
そ
の

た
た
き
案
の
作
成
の
た
め
に
プ
ロ
ジ

ェ

ク
ト
を
構
成
す
る
。

②
内
容
　
会
の
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
、
組

織

。
人
事
、
事
業
、
財
務
等
に
関
す
る

長
期
的
、戦
略
的
な
改
善
計
画
の
立
案
。

③
組
織
と
役
割
　
当
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
は

節
々
で

「検
討
メ
ン
バ
ー
」
に
意
見
を

聞
き
な
が
ら
案
を
ま
と
め
、
理
事
会
に

提
議
す
る
。
理
事
会
は
評
議
員
会
に
諮

問
し
承
認
す
る
。

④
メ
ン
バ
ー
　
西
村
理
事

（リ
ー
ダ
ー
）
、

村
井
副
会
長
、
今
村
、
坂
井
、
朴
元
、

松
原
、高
原
各
理
事
、
「検
討
メ
ン
バ
ー
」

と
し
て
副
会
長
、
評
議
員
、
有
識
者

（会
員
）
、
若
手
会
員
等
二
十
名
く
ら
い

に
委
嘱
す
る
。

⑤
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
　
（最
終
案
付
議
）
平

成
十
四
年
十
二
月
定
時
理
事
会
と
す
る
。

な
お
、
個
別
事
項
で
方
向
づ
け
が
で
き

た
も
の
は

一
部
実
施
に
移
す
。

以
上
に
対
し
、

●
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
ネ
ー
ミ
ン
グ

●
検
討
メ
ン
バ
ー
で
は
有
識
者
に
重
点

を
お
く

●
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
個
々
が
情

報
を
集
め
ら
れ
る
よ
う
そ
れ
ぞ
れ
の
小

委
員
会
を
組
織
す
る

な
ど
の
意
見
が
あ

っ
た
。
　
　
　
承
認

二
、
細
則
の
一
部
見
直
し
に
つ
い
て

（西
村
）

今
年
度
の
総
会
で
提
案
し
た
細
則
の

見
直
し
に
つ
い
て
別
添
資
料
に
よ
り
、

説
明
が
あ

っ
た
。主
な
見
直
し
事
項
は
、

①
役
員
改
選
の
手
続
き
（細
則
七
、
八

条
）

②
若
年
会
員
会
費
の
値
下
げ
（細

則
十
条
）
だ
っ
た
。
以
上
の
提
案
に
対

し
、
熱
心
な
討
議
が
な
さ
れ
た
。

継
続
審
議

三
、
支
部
お
よ
び
役
員
の
英
文
表
記
の

見
直
し
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
（西
村
）

別
添
資
料
に
よ
り
説
明
が
あ

っ
た
。

各
自
宿
題
と
す
る
。
　
　
　
継
続
審
議

四
、
平
成
十
三
年
度
秩
父
宮
記
念
山
岳

賞
審
査
委
員
の
選
任
　
　
　
　
（西
村
）

木
下
是
雄
、
村
木
潤
次
郎
、
平
山
善

吉
、
斎
藤
惇
生
、
松
浦
祥
次
郎
、
竹
内

哲
夫
、
山
口
峯
生
、
西
村
政
晃

（以
上

留
任
）
、
芳
賀
芳
郎
、
長
尾
悌
夫
、
村
井

龍

一

（以
上
新
任
）

な
お
、
会
担
当
は
長
尾
副
会
長
と
す

る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
承
認

五
、
東
カ
ラ
コ
ル
ム

ｏ
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
（坂
井
）

ヒ

マ
ラ
ヤ
ン

・
ク
ラ
ブ

の

ハ
リ

シ

ュ
ｏ
カ
パ
デ
イ
ア
氏

（ヒ
マ
ラ
ヤ
ン

ｏ

ジ
ャ
ー
ナ
ル
編
集
長
）
よ
り
当
会
に
対

し
、
日
印
合
同

で
の
東
カ
ラ

コ
ル
ム

（カ
ラ

コ
ル
ム
峠
、
イ
タ
リ
ア
峠
、
テ

ラ
ム

ｏ
シ
ェ
ル
氷
原
、
シ
ア
チ

エ
ン
氷

河
）
踏
査
の
打
診
が
あ

っ
た
。
未
踏
峰

ｕ
”
Ｑ
ヨ
”
⊃
”
σ
〓
七
三
〇
〇
ｖ川
の
登
山
を

計
画
に
加
え
参
加
し
た
い
。
ま
た
こ
の

計
画
を
、
外
務
省
ア
ジ
ア
大
洋
州
局
か

ら
の
イ
ン
ド
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
ス
リ
ラ

ン
カ
と
の
国
交
樹
立
五
十
周
年
記
念
事

業
と
し
て
提
案
し
た
い
。

な
お
、
実
施
時
期
は
二
〇
〇
二
年
五

月

一
日
よ
り
六
月
二
十
日
ま
で
。
隊
員

数
は
両
国
各
四
名
、
た
だ
し
日
本
側
の

希
望
で
六
名
ま
で
可
能
。
　
　
　
承
認

六
、
チ
ベ
ッ
ト
の
未
踏
峰

（仮
称
シ
マ

カ
ン
リ
峰
）
の
偵
察
に
つ
い
て

（坂
井
、
村
井
副
会
長
）

本
計
画

（六
月
理
事
会
報
告
）
の
偵

察
を
本
隊
参
加
も
可
能
な
数
名
で
九
、

十
月
に
実
施
し
た
い
。
偵
察
に
つ
い
て

の
援
助
金
は
暫
定
的
に
上
限
五
十
万
円

く
ら
い
と
し
た
い
。
　
　
　
　
　
承
認

七
、
二
〇
〇
二
年

「国
際
山
岳
年
」
日

本
委
員
会
委
員
の
選
任
　
　
　
（西
村
）

標
記
準
備
委
員
会

（小
野
有
五
、
渡
　
Ｄ

辺
悌
二
、
江
本
嘉
伸
の
各
氏
）
よ
り
、
　

屹

九
月
末
ス
イ
ス
で
開
催
す
る

「国
際
山

岳
年
」
会
議
に
向
け
て
、
日
本
委
員
会

の
発
足
お
よ
び
当
会
よ
り
委
員
の
選
任

依
頼
が
あ

っ
た
。
取
り
組
み
準
備
段
階

よ
り
担
当
し
て
い
る
高
遠
理
事
に
お
願

い
し
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
承
認

八
、
当
会
の
自
然
保
護

・
環
境
保
全
に

関
す
る
取
り
組
み
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
つ

い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（高
原
）

別
添
資
料
に
よ
り
説
明
が
あ
り
検
討

さ
れ
た
。
字
句
の
表
現
等
に
つ
い
て
見

直
し
を
行
い
、
今
月
中
に
外
部
に
提
示

す
る
。
当
面
は
当
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

と
す
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
承
認

鯰
□
暉鬱
臨
圏
一難
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【報
告
事
項
】

一
、
「」＞
「
＞
Ｚ
国
∽
国
＞
Ｐ
「
ＨＺ
国
Ｚ
国
一≦
「∽
」

の
発
行
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
（中
村
）

海
外
向
け
の
英
文
情
報
誌
の
創
刊
号

を
十
月

一
日
付
で
発
行
。
年

一
、
二
回

の
発
行
を
予
定
し
て
お
り
、
海
外
八
十

の
登
山
団
体
お
よ
び
数
多
く
の
登
山
家

に
送
る
。
次
号
は
来
年
四
月
を
予
定
。

意
見
、
協
力
を
お
願
い
す
る
。

二
、
中
国
登
山
協
会
来
日
　
　
（坂
井
）

七
月
末
よ
り
八
月
初
旬
に
か
け
、
中

国
登
山
協
会
の
張
江
援
、
梢
建
軍
、
張

明
興
の
三
氏
が
来
日
し
た
。
八
月

一
日

に
、東
京
グ
リ
ー
ン
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、

「シ
マ
カ
ン
リ
」
に
関
す
る
打
ち
合
わ
せ

お
よ
び
懇
親
会
を
開
催
し
た
。

三
、
実
行
委
員
会

（仮
称
）
の
活
動
に

つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（坂
井
）

今
年
二
月
理
事
会
提
案
の

「０
日
本

山
岳
会
の
組
織

お
よ
び
運
営
改
革
の
提

案
」
の
フ
オ
ロ
ー
と
し
て
、
学
生
部
指

導
、
集
会
、
高
所
登
山
研
究
、
指
導
、

青
年
部
、
遭
難
対
策
の
各
委
員
会
担
当

理
事
が
集
ま

っ
て
検
討
会
を
行

っ
て
い

る
。
組
織
再
編
と
と
も
に
、
会
員
サ
ー

ビ
ス
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合

っ
て
い
る
。

四
、
資
料
等
使
用
、
名
義
後
援
許
可
願

い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（西
村
）

以
下
の
依
頼
に
対
し
て
許
可
し
た
。

①
信
越
放
送
∽
よ
り
世
界
岳
都
都
市
会

議
開
催
記
念

・
信
越
放
送
五
十
周
年
記

念
第

一
回
日
本
山
岳
映
画
祭
（十
月
六
、

七
日
松
本
市
で
開
催
）
で
放
映
す
る
「
マ

ナ
ス
ル
に
立
つ
」
「ナ
ン
ダ
コ
ツ
ト
征

服
」
「雪
の
薬
師
、
槍
越
え
」
「絶
険
北

鎌
尾
根
」
の
貸
し
出
し
お
よ
び
解
説
。

②
田
淵
行
男
記
念
館
よ
り
、
平
成
十
三

年
度
企
画
展

「田
淵
行
男
　
琥
珀
色
の

翔

・
ウ
ス
バ
キ
チ
ョ
ウ
の
生
態
　
水
越

武
　
穂
高
の
風
」
展

（平
成
十
三
年
十

月
五
日
よ
り
平
成
十
四
年
二
月
十
日
ま

で
）
へ
の
名
義
後
援
依
頼
。

③
京
都
大
学
学
士
山
岳
会

（映
像
保
存

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
平
井

一
正
委
員
長
）
よ

り
、
京
大
学
士
山
岳
会
主
催
お
よ
び
関

係
者
に
よ
る
登
山
等
の
映
像
化
を
す
る

こ
と
の
一
環
と
し
て

「
マ
ナ
ス
ル
に
立

つ
」
の
中
の
今
西
寿
雄
氏
登
頂
シ
ー
ン

の
使
用
。

④
テ
レ
ビ
マ
ン
ユ
ニ
オ
ン
よ
り

「グ
レ

ー
ト
マ
ザ
ー
物
語
　
植
村
直
己
の
母
」

（テ
レ
ビ
朝
日
で
九
月
十
六
日
放
送
予

定
）
で
使
用
す
る
、　
一
九
七
〇
年
の
エ

ヴ

エ
レ
ス
ト
登
頂
の
映
像
の
使
用
。

⑤
東
京
都
山
岳
連
盟
（山
本
久
子
会
長
）

よ
り
、
第
九
回
日
本
山
岳
耐
久
レ
ー
ス

ヘ
の
名
義
後
援
依
頼
。

五
、
各
委
員
会
報
告

総
務
委
員
会

・
西
村

①
会
員
名
簿
二
〇
〇

一
年
度
版
発
行
に

つ
い
て
、
広
告
掲
載
料
は
現
在
百
三
十

三
万
円
と
な
り
、　
一
昨
年
を
少
々
上
回

っ
て
い
る
。
作
業
は
予
定
通
り
進
ん
で

い
る
。

②
ビ
ー
ル
パ
ー
テ
イ
ー
を
九
月

一
日
に

ル
ー
ム
で
開
催
し
た
。
五
十
四
名
が
参

加
し
、
飲
ん
だ
生
ビ
ー
ル
は
七
〇
沸
。

③
平
成
十
三
年
度
の
新
入
会
員
オ
リ
エ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
十
月
二
十
七
日
０
午

後
二
時
よ
り
開
催
す
る
。

財
務
委
員
会

・
村
井
副
会
長

八
月
度
の
会
計
報
告
が
あ

っ
た
。
順

調
に
推
移
し
て
い
る
。

会
報
編
集
委
員
会

・
今
村

①

『山
』
九
月
号
巻
頭
は
平
林
克
敏
氏

の
山
の
話
。
ま
た
、
文
字
の
大
き
さ
を

一
ポ
イ
ン
ト
大
き
く
し
て
み
た
。

②
各
支
部
に
対
し
、
予
備
部
数
五
部
を
、

今
年
の
四
月
分
よ
り
送
る
こ
と
を
確
認
。

自
然
保
護
委
員
会

・
河
西

①
ｍ
国
土
緑
化
推
進
機
構
よ
り

「小
下

沢
風
景
林
の
森
づ
く
り
活
動
」
に
対
し
、

緑
の
募
金
公
募
事
業
に
採
用
す
る
と
の

通
知
が
九
月

一
日
付
で
あ

っ
た
。
交
付

金
は
二
百
万
円
。

②
七
月
二
日
付
で
提
出
し
た

「早
池
峰

山
に
お
け
る
山
岳
競
技
に
つ
い
て
」
の

お
願
い

（七
月
理
事
会
記
録
）
に
対
し

て
岩
手
県
知
事
、
教
育
委
員
会
教
育
長

名
で
「事
実
を
確
認
で
き
な
い
状
況
で
、

早
池
峰
山
で
登
山
競
技
を
続
け
る
こ
と

は
適
当
で
な
い
と
考
え
て
お
り
、
適
切

に
対
処
す
る
よ
う
指
導
す
る
」
と
い
う

回
答
を
受
け
た
。

③

「高
尾
の
森
」
三
号
を
発
行
し
た
。

図
書
委
員
会

・
宮
下

講
演
会
を
十

一
月
二
十
日
の
　
ス
レ

ト
ホ
ト
ガ
リ
ー
氏

（ス
ロ
バ
キ
ア
）
を

招
い
て
行
う
予
定
。

山
研
運
営
委
員
会

・
小
川

①

「山
研
は
こ
の
ま
ま
で
は
、
旧
国
鉄

に
な

っ
て
し
ま
う
」
と
の
指
摘
に
対
し
、

改
め
て
山
研
に
つ
い
て

●
山
研
の
利
用
料
と
は

●
山
研
の
存
在
意
義
と
は

●
当
委
員
会
の
業
務
と
は

に
つ
い
て
話
し
合

っ
た
。
Ｊ
Ａ
Ｃ
の
シ

ン
ボ
ル
と
し
て
、
ま
た
シ
ョ
ー
ル
ー
ム

と
し
て
、
誇
り
を
も

っ
て
運
営
し
て
い

き
た
い
。

②

「新
会
員
の
た
め
の
焼
岳
登
山
と
懇

談
会
」
を
十
月
十
三
、
十
四
日
、
上
高

地
の
山
研
を
ベ
ー
ス
に
実
施
す
る
。

■
会
員
異
動

物
故

松
田
高
明

（
一
三
二

一
五
）
０ｌ
ｏ９
ｏｌ２

退
会

高
田
　
収

（九

一
二
九
）

(22)
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◆
第
十
九
回
忘
年
山
行
　
つ
く
も
会

二
十

一
世
紀
は
じ
め
て
の
年
を
賑
や

か
に
送
り
ま
せ
ん
か
。
Ｊ
Ａ
Ｃ
の
会
員

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
　
十
二
月
八
０
～
九
日
０

場
所
　
丹
沢
鍋
割
山

集
合
　
八
日
十
七
時
　
大
倉

「ど
ん
ぐ

り
山
荘
」

申
込
　
ハ
ガ
キ
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

鈴
木
進

一
郎
宛

（〒

一
七
八

‐

○
〇
六
二
　
東
京
都
練
馬
区
大

泉
町
三

‥
一
九

‥
二
三
　
肌
＆

ｆａｘ
Ｏ
三

‐
三
九
二
四
‥
七
二
四

四
）

＊
日
程
が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。
で
き
る

だ
け
急
い
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
第
二
十
回
山
行

「初
詣
山
行
」

つ
く
も
会

日
時
　
二
〇
〇
二
年

一
月
五
日
０

場
所
　
丹
沢
大
山

会
費
　
五
百
円
程
度
を
予
定
し
て
い
ま

す
（昼
食
代
、
昼
食
に
お
雑
煮
、

甘
酒
を
用
意
す
る
予
定
で
す
）

◎
高
取
山
コ
ー
ス

集
合
　
小
田
急
線
秦
野
駅
改
札
口
八
時

行
程
　
秦
野
駅
↓
秦
野
Ｇ
Ｃ
ク
ラ
ブ
ハ

ウ
ス
↓
高
取
山
↓
蓑
毛
越
↓
大

山
山
頂

◎
表
登
山
道
コ
ー
ス

集
合
　
小
田
急
線
伊
勢
原
駅
改
札
口

九
時

行
程
　
伊
勢
原
駅
↓
大
山
ケ
ー
ブ
ル
下

↓
下
社
↓
大
山
山
頂
下
山

（両

コ
ー
ス
共
通
）
大
山
山
頂
↓
雷

の
峰
見
晴
台
↓
日
向
薬
師
↓
伊

勢
原

到
着
後
新
年
会
の
予
定

申
込
　
二
〇
〇
二
年

一
月
二
日
困
ま
で

に
希
望
コ
ー
ス
を
明
記
し
森
啓

ま
で

（ｆａｘ
Ｏ
三

‥
三
四
八
八

‥

四
六
七
〇
）

Ｅ
メ
ー
ル

”
―ヨ
〇
ュ
◎

，
卜
・Ｑ
一〇
”
‥
Ｄ
の
こ
り

田
■
□
日
圏

９

月

１

日

３

日

４

日

ビ
ー
ル
パ
ー
テ
イ
ー

総
務
委
員
会
　
自
然
保
護
委
員

会
　
会
報
編
集
委
員
会
　
山
げ

ら
の
会

ア
ル
パ
イ
ン
ス
ケ
ツ
チ
ク
ラ
ブ

５

日

６

日

１２

日

１３

日

２７

日

２８

日
11 10
日 日

20 19
日 日

18 17 14
日 日 日

26 25 21
日 日 日

高
所

・
青
年

・
学
生

・
遭
難
対

策

・
指
導

・
集
会
合
同
委
員
会

山
研
運
営
委
員
会
　
山
岳
地
理

ク
ラ
ブ

学
生
部
　
ア
ル
パ
イ
ン
フ
オ
ト

ク
ラ
ブ

ア
ル
パ
イ
ン
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ

常
務
理
事
会
　
ア
ル
パ
イ
ン
ス

ケ
ッ
チ
ク
ラ
ブ
　
山
岳
編
集
委

員
会

理
事
会
　
つ
く
も
会
　
休
山
会

９７
同
期
会

自
然
保
護
委
員
会
　
山
の
自
然

学
研
究
会

海
外
委
員
会

総
務
委
員
会

フ
イ
ル
ム
ビ
デ
オ
委
員
会
　
百

年
史
委
員
会
　
００
同
期
会
　
９５

同
期
会

図
書
委
員
会
　
資
料
委
員
会

科
学
委
員
会
　
集
会
委
員
会

ア
ル
パ
イ
ン
フ
オ
ト
ク
ラ
ブ

高
所
登
山
委
員
会
　
学
生
部

自
然
保
護
委
員
会

秩
父
宮
記
念
山
岳
賞
審
査
委
員

会
　
高
所
登
山
委
員
会

青
年
部
　
ア
ル
パ
イ
ン
ス
キ
ー

ク
ラ
ブ
　
９８
同
期
会

集
会
委
員
会

９
月
来
室
者
５６０
名

■
訂
正
　
十
月
（六
七
七
）
号
九
ペ
ー
ジ

三
段
目
の
記
者
の
名
前
が
鈴
木
記
者
と

な

っ
て
い
ま
し
た
が
、
銭
本
記
者
の
誤

り
で
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

¨
編
集
後
記
¨

●
今
月
号
は
明
治
大
学
の
Ｇ
Ｉ
、
Ｇ
Ⅱ
、

竹
内
会
員
の
ナ
ン
ガ

・
パ
ル
バ
ッ
ト
と

山
岳
会
ら
し
い
原
稿
が
並
び
ま
し
た
。

で
き
る
だ
け
山
の
記
事
を
優
先
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

●
東
西
南
北
の
投
稿
欄
で
す
が
、
最
近

長
め
の
原
稿
が
目
立
ち
ま
す
。
多
く
の

原
稿
を
掲
載
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で

字
数
は

一
八
〇
〇
字
く
ら
い
、
写
真
や

イ
ラ
ス
ト
が
あ
る
と
き
は

一
五
〇
〇
字

以
内
を
目
安
と
し
て
く
だ
さ
い
。

●
ワ
ー
プ

ロ
で
打

っ
た
原
稿
は
、
プ
リ

ン
ト
ア
ウ
ト
で
な
く
山
岳
会
の
メ
ー
ル

（甘
ｏ
井
”
一Ｆ
ｏ
◎

，
ｏ
）
へ
お
願
い
し
ま
す
。

編
集
作
業
が
楽
で
す
。
（今
村
　
千
秋
）
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